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作
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コンクール

テーマ

小
学
生
の
部

・
学
校
の
楽
し
い
と
こ
ろ

・
今、

が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

中
学
生
の
部

・
将
来
の
た
め
に
今、

頑
張
っ
て
い
る
こ
と

・
住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
か

応
募
総
数

３
７
７
作
品

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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楽
し
さ
で
あ
ふ
れ
る
学
校
と
は

安
行
東
小
学
校

四
年

河
合

彩
桜

「おはよう。」
学
校
へ
行
くと、

先
生
や
友
達
の
声
と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

います。それを

見
ると、

自
然
と
私
も
楽
し
い
気
持
ち

になります。そして、

学
校
の
楽
し
い
こ
と
は
何
か
な

と
改
め
て
考
えてみました。

授
業
も
面
白
いし、

休
み

時
間
も
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
出
来
るし、

給
食
も
と
て
も

おいしいし、

ク
ラ
ブ
も
レ
ジ
ン
作
り
な
ど
好
き
な
こ
と

をたくさんしてくれます。このように

思
うと、

楽

し
い
こ
と
ば
か
り
だ
な
と
実
感
しました。この

楽
し
さ

でも、これだけは

負
けない、すごいんだ、という

も
の
が
二
つあります。

一
つ
目
は、

ク
ラ
ス
内
の
レ
ク
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

です。

学
級
会
を
通
し
て
自
分
た
ち
で
や
り
た
い
レ
ク
を

考
え
た
り、

先
生
が
空
き
時
間
を
使
ってわくわくする

レ
ク
を
考
えてくれたりします

今
ま
で
た
く
さ
ん
の

レ
ク
をしてきました

中
で
も
最
高
に
心
に
残
って

いることは、

水
遊
び
と
夏
祭
りです。

水
遊
びは、

水

着
を
着
て
水
鉄
砲
を
持
ってびしょびしょになって

遊

びました。

水
を
か
け
合
い
な
が
ら
逃
げ
る
ド
キ
ド
キ
感

やみんなのはしゃぐ

姿
は、

今
で
も
思
い
出
す
と
笑
っ

てしまいます。

夏
祭
りでは、

ヨーヨー

やわたあめ、

輪
投
げなど、

グループ

ご
と
に
担
当
を
決
め
て
一
つ
一

つ
手
作
り
で
仕
上
げました。

私
は
ヨーヨー

担
当
で
し

たが、みんなが、 「すごい、むずかしい、でも

楽
しい。」

と
言
ってよろこんで

遊
ん
で
く
れ
る
姿
を
見
て、がん

ばって

作
って

良
かったとうれし

い
気
持
ち
に
な
り
ま

した。

他
の
グループ

も
一
つ
一
つ
が
本
格
的
で
ワ
ク
ワ

ク
でいっぱいでした。

レ
ク
は、ただ

楽
し
い
だ
け
で

はなく、

友
達
と
の
絆
が
大
き
く
深
ま
る
す
て
き
な
時
間

で
す
。
今
ま
で
の
一
つ
一
つ
の
レ
ク
が
私
にとって

大
切

な
思
い
出
になっています。

二
つ
目
は、

ク
ラ
ス
・
学
年
の
仲
の
良
さです。そし

て、なによりもみんなやさし

持
っています。

私
は、

楽
し
さ
を
感
じるには、この

仲
の
良
さ
や
や
さ

し
さ
が
と
て
も
大
事
だ
と
思
っています

。
遊
ぶ
時
も
男

女
関
係
な
く
声
を
か
け
合
い、

困
っている

子
が
い
れ
ば

み
ん
な
助
け
に
行
きます。

勉
強
も
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
な

が
ら
も
そ
ん
け
い
の
気
持
ち
を
持
っています。

何
か
決
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めるときも、いろいろな

意
見
を
み
ん
な
が
認
め
合
い

納
得
す
る
こ
と
を
大
事
にしています。

私
は、こんな

ク
ラ
ス
・
学
年
が
大
好
きです。これからも

友
達
と
楽

し
い
思
い
出
をたくさんふやして、すてきな

学
校
生

活
を
送
り
た
い
と
思
います。

今、私

が
学
校
を
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
は
と
て
も
す

て
き
で
幸
せなことです。これから

学
校
生
活
を
送
る

中
で
つ
ら
い
な
と
か
大
変
だ
な
と
思
うことがきっとた

く
さ
ん
で
て
く
る
と
思
います。そんな

時
に
、
今
ま
で

の
楽
し
い
思
い
出
や
先
生
や
友
達
と
の
絆
が
大
き
な
力
に

なってくれると

思
い
ま
し
た
。だからこそ、

今
の
楽

し
い
学
校
生
活
一
つ
一
つ
を
大
切
にしてきたいです。

また、

私
も
た
く
さ
ん
の
友
達
に
楽
し
さ
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
います。
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将
来
の
自
分
へ
の
贈
り
物

安
行
中
学
校

一
年

小
山
田

幸
望

中
学
生
になり、

僕
の
生
活
は
大
き
く
変
化
した。

中

学
生
になったことで、

小
学
生
の
こ
ろ
と
比
べ
て
時
間

の
使
い
方
が
よ
り
大
切
になったのである。

僕
は
東
京

の
サッカーチーム

に
通
っているのだが、

移
動
の
往

復
だ
け
で
も
二
時
間
以
上
の
時
間
がかかってしまう。

帰
宅
す
る
の
は
午
後
十
時
を
回
る。そのため、

勉
強
を

す
る
時
間
と
サッカー

を
す
る
時
間
を
両
立
さ
せ
る
こ
と

は
か
な
り
大
変
なことだ。

下
校
後
は、

少
し
は
の
ん
び

り
と
し
た
い
気
持
ち
を
お
さ
え
て
宿
題
に
取
りかかり、

早
め
の
夕
飯
を
食
べ
た
ら
練
習
着
に
着
替
え、

駅
ま
で
自

転
車
で
向
かう。

家
を
出
る
ま
で
は
時
間
と
の
戦
い
な
の

である。

定
期
テ
ス
ト
前
は、より

時
間
の
使
い
方
が
重

要
になってくる。 そ

こ
で
僕
が
実
せんしていることは、

テ
ス
ト
前
ま

で
に
残
さ
れ
て
い
る
時
間
と
自
分
が
勉
強
し
た
い
時
間
を

照
ら
し
合
わせ、どの

教
科
をいつ、どれくらい

の
か
を
決
めて、

紙
に
整
理
しているのだ。

具
台
的
に

は、

各
教
科
ご
と
に
取
り
組
む
内
容
を
書
き
出
して、そ

れ
を
一
コ
マ
三
十
分
程
度
で
終
わ
る
く
ら
い
の
量
に
振
り

分
け
、その

振
り
分
け
た
も
の
を
ど
の
日
に
行
う
か
を
カ

レンダー

に
落
としこんでいる。その

計
画
にそって

勉
強
するのだが、もちろん

用
事
が
で
き
た
り
思
う
よ

う
に
で
き
な
い
日
などもあった。そんな

時
は、また

調
整
を
し
な
が
ら
進
めるようにした。

こ
の
よ
う
な
勉
強
の
仕
方
をしていくことで、

計
画

的
に
物
事
を
進
められるようにもなったし、

サッカ

ーと

勉
強
の
両
立
が
上
手
くできるようになった。

物

事
を
計
画
的
に
進
められることは、

将
来
仕
事
に
就
い

た
時
に
見
通
しをもって

行
動
で
き
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り、

役
に
立
つ
と
思
う。

取
り
組
んでいることはこれだけではない。

僕
は

学
校
で
学
級
委
員
長
を
務
めている。

学
級
委
員
長
は
み

ん
な
の
前
に
立
って

発
表
したり、

学
年
全
体
を
ま
と
め

る
と
い
う
仕
事
がある。

委
員
長
をやっている

中
で、

こ
れ
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
も
自
信
がついてきているし、

自
分
の
成
長
にもつながっていると

感
じる。また、

委
員
長
を
や
っている

上
で
大
切
なことは、

一
人
で
全

て
解
決
し
な
い
こ
と
だ
と
思
っている。

自
分
の
周
り
に

は、

同
じ
委
員
会
の
友
や
先
生
がいる。そのよ

人

達
に
相
談
などをするう

意
見
を
深
め
た
り
し
な

-4-



が
ら
人
と
の
接
し
方
も
学
ぶことができている。

将来、

仕
事
を
し
て
い
て
困
った

時
に
人
と
の
接
し
方
を
知
って

いたら、

上
手
く
声
をかけることができ、

相
談
で
き

る
と
思
うし、

人
前
で
発
言
を
し
た
経
験
などがあった

ら、

プ
レ
ゼ
ン
などがあったときに

自
信
を
持
って

発

言
することができるだろう。 このように、

僕
が
今
頑
張
って

取
り
組
ん
で
い
る
こ

とは、

全
て
将
来
の
自
分
につながっているのだ。

大

人
に
な
る
ま
で
の
間
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
吸
収
で
き
る

か
で
今
後
の
将
来
が
大
き
く
変
化
するのだから、これ

か
ら
も
継
続
し
て
将
来
の
た
め
に
今
できること、

今
し

か
で
き
な
い
こ
と
を
全
力
で
三
年
間
や
り
ぬ
い
て
い
き
た

い
と
思
う。また、

休
日
に
友
達
と
遊
ぶ
時
間
も
大
切
に

し
て
思
い
き
り
遊
びたいし、

サッカー

仲
間
と
は
同
じ

目
標
に
向
かってこれからも

全
力
で
練
習
に
は
げ
み
た

い。

学
校
の
校
外
学
習
な
ど
は
自
分
の
引
き
出
し
を
広
げ

る
良
い
機
会
で
も
あ
る
と
思
うので、

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
っている。

中
学
校
生
活
は
三
年
間
しかないので、きっと

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
くだろう。

小
学
校
の
六
年
間
で

さ
え
も
終
わってみれば

早
く
感
じたほどだからだ

ま
ず
は
こ
の
三
年
間
の
時
間
を
ム
ダ
にすることな

精
一
杯
頑
張
って

将
来
の
自
分
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
！
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「
笑
顔
の
あ
い
さ
つ
」

辻
小
学
校

四
年

正
津

み
の
り

今
年
の
五月、校長先生

か
ら
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
し

た。あいさつは、「

明
るく」「いつも」「

先
に」「

伝

えられるように。」あいさつをする

時
には、いつも

頭
にうかんでいます。 私

は
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
苦
手
です。なぜかという

と、

相
手
に
聞
こ
え
る
声
で
話
し
か
け
る
の
が
き
ん
ちょ

うしてしまうからです。

特
に
地
い
き
の
方
に
あ
い
さ

つをするのは、

家
族
や
先生、友達

よ
り
も
む
ず
か
し

いです。
三
年
生
のころ、

通
学
は
ん
で
学
校
に
向
かっている

と、

毎
朝
同
じ
場
所
に
立
っているおばあさんがいて、

少
し
気
になっていました。でも、「あ

のはいいこと」と

分
か
り
な
が
ら
も
自
分
か
ら
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
下
を
向
い
て
通
り
す
ぎ
て
い

ました。
四
年
生
になり、

通
学
は
ん
会
ぎ
で
た
ん
と
う
の
先
生

から、「

地
い
き
の
方
々
は
み
ん
な
を
守
ってくださっ

いるんだから、ちゃんとあいさつをしてください。」 と
お
話
がありました。そのとき、あのおば

あ
さ
ん

も、

私
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に
見
守
ってく

れていたんだとわかりました。そして、

雨
がふっ

て
い
る
日
も
、
暑
い
日
も
外
に
出
て
見
守
ってくれてい

る
か
ら
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ちをこめて、

明
る
く
笑

顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
いました。

あ
る
時
ま
た
お
ば
あ
さ
ん
に
会
った

ので、どきどき

し
な
が
ら
自
分
からあいさつをしました。するとお

ばあさんはにこっと

笑
って

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
返

してくれました。その

時
私
はとてもうれしくて、

気
持
ちがよかったです。

少
し
ゆ
う
き
を
出
し
て
行
動

す
る
こ
と
で
こ
ん
な
に
気
持
ちがよくなるんだなぁと

分
かったこともうれしかったです。 今

私
は、

登
下
校
の
時
だけでなく、かっている

犬

の
さ
ん
歩
を
す
る
時
にも、あいさつをいしきしてが

んばっています。すると

犬
もしっぽをふって

犬
ど

う
しであいさつをするのでお

友
達
や
家
族
にも、

友
達
だから、

家
族
だから、

何
も

言
わ
な
く
て
も
分
か
る
だ
ろ
う…

ではなく、「おはよう

「ごめんね」「あ

当
た
り
前
の
よ
う
な
こ
と

も
き
ち
ん
と
言
葉
に
出
すようにして
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ると、あいさつをした

時
も
さ
れ
た
時
も、

気
分
が
晴

れやかになり、しぜんとほほえみます。
こ
れ
か
ら
の
課
題
としては、

自
分
か
ら
明
る
く
大
き

な
声
であいさつをしていきたいです。あいさつで

心
が
晴
れ
や
か
に
な
る
こ
と
が
分
かったので、これか

ら
は
私
が
明
る
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
て
も

らった

方
たちにも、

笑
顔
になってもらいたいです。
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努
力
は
積
み
重
ね
続
け
る
も
の

辻
小
学
校

六
年

原

穂
乃
佳

私
が、

今
がんばっていることは

、
勉
強
です。な

ぜなら、

星
や
宇
宙
が
好
きで、

将来、天文学者

に
な

りたいからです。
天
文
学
者
になるには、

理
学
部
物
理
学
科
天
文
学
専

攻
の
大
学
を
卒
業
し、

大
学
院
で
天
文
学
や
宇
宙
物
理
学

の
修
士
課
程
を
修
了
し、

博
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
が
必

要
です。そのため、

日
本
人
六
万
人
あ
た
り
に
天
文
学

者
は、わずか

一
人
しかいません。このため、

天
文

学
者
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
えられます。そのほ

か、

勉
強
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
英語、数学、

物
理
など、

主
に
理
系
を
勉
強
しなければなりません。

どちらかというと、

文
系
よ
り
な
私
は、

理
系
を
人
よ

り
も
勉
強
しないといけないのです。

をふまえ、

天
文
学
者
になるには、

理
系
の
大
学
を
卒

業
し、

大
学
院
で、

博
士
号
を
取
得
するために、

勉
強

を
た
く
さ
ん
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
のです。

こ
ん
な
に
勉強、勉強言

っている

私
ですが、

実
は、

あ
ま
り
勉
強
が
好
き
で
は
、
ありませんでした。

一
年
生
のころから、

通
信
教
育
を
始
め、

現
在
で
も

続
けています。

一
年
生
や
二
年
生
の
初
め
ご
ろ
ま
で
の

勉
強
は、

簡
単
で、すぐに

進
んでいたのですが、

二

年
生
の
中
盤
ごろになると、だんだんと

勉
強
が
難
し

くなり、

勉
強
が
進
まなくなってから、

勉
強
が、

苦

手
になりました。

何
をやっても

上
手
くできず、

勉

強
が
ど
ん
ど
ん
嫌
いになって、

二
年
生
が
終
わってし

まいました。

春
休
み
中
にも、あきらめず

勉
強
し
た

りし、

三
年
生
になってからも、あきらめず

努
力
を

しました。すると、

勉
強
にも、ついていけるよう

になり、

教
科
書
や
通
信
教
育
の
教
材
で、

先
ど
り
を
し

て
勉
強
す
る
こ
と
も
増
えていきました。

勉
強
す
れ
ば

するだけ、

頭
の
中
に
知
識
が
増
え
て
楽
し
く
な
り
ま
し

た。
しかし、

良
いことばかりではなく、

嫌
に
な
る
こ

ともありました。

教
科
書
などは、

絵
があったり、

図
があったりして

分
かりやすいが、

教
材
などは、

文
字
ばかりで、あきてしま

図
が
書
き
に
く

い、

書
けないなどという、

作
図
のときも、

嫌
に
な

ることがありま
ですが、

将
来
の
夢
のために、

行
き
た
い
学
校
が
あ
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るので、

文
字
になれたり、

図
を
自
分
で
書
い
た
り
し

て、

慣
れ
て
い
き
た
い
です。

これからは、

将
来
の
夢
の
天
文
学
者
になるために、

た
く
さ
ん
勉
強
して、まずは、

長
い
道
の
り
の
スター

ト
に
な
る
学
校
に
進
学
したいです。

そして、

中
学
校
では、

大
き
な
夢
や
目
標
に
対
して、

よ
り
細
分
化
し
た
目
標
を
立
てていきたいです。
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き
れ
い
な
街
を
目
指
し
て

川
口
市
立
高
校
附
属
中
学
校

三
年

金
井

颯
大

埼

玉

県
の

中

で

人

口

が

多
い

市

の

一

つ

で

あ
る

川

口

市。

人
口
が
多
い
と
そ
の
分
ご
み
も
多
く
出
ます。

川
口

市
は
埼
玉
県
内
で
二
番
目
に
ご
み
の
排
出
量
が
多
い
市
で

もあります。しかし、

最
近
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い

る
の
に
も
関
わらず、ごみの

排
出
量
が
減
少
し
て
い
ま

す。これは

一
人
一
人
が
ご
み
問
題
を
重
く
受
け
止
め、

どうやったらごみを

減
ら
せ
る
の
か
を
真
剣
に
考
え、

排
出
量
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
います。

それでも、

私
が
普
段
登
校
し
て
い
る
と
き
に
川
の
土
手

だったり、

自
販
機
の
隣
に
ペット

ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨
て

があったりとまだまだ

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ

せます。

私
が
思
う「

住
み
や
す
い
街
」
は
道
端
に
捨
て
て
あ
る

ご
み
が
ゼ
ロ
で、とても

クリーン

な
街
です。

こ
う
思
うようになった

去
年
友
達
と

共
に
行
ったたたら

祭
り
の
経
験
があったから

私
た
ち
が
会
場
の
オートレース

場
に
着
くと、

入
り
口

の
ほ
う
か
ら
い
い
匂
い
が
漂
ってきました。

そ
の
美
味

し
そ
う
な
匂
い
に
釣
ら
れ
て
急
い
で
会
場
に
入
る
と
そ
ん

な
気
持
ち
は
一
瞬
に
し
て
吹
き
飛
びました。

会
場
内
に

は
様
々
な
ご
み
が
ポ
イ
捨
てされていました。

特
に
割

り
箸
や
小
さ
な
袋
が
多
かったです。

少
しがっかりし

な
が
ら
会
場
を
回
っているとさらに

驚
く
こ
と
を
見
ま

した。それは、お

祭
り
の
関
係
者
で
は
な
い
人
が
ご
み

を
拾
っていたからです。

私
た
ち
は
そ
れ
を
見
て、お

祭
り
が
運
営
で
き
る
の
は
そ
う
い
う
人
が
い
る
か
ら
だ
と

感
じました。こ

の
経
験
の
後、私

た
ち
は
総
合
で「

川
口
の
未
来
へ」

と
い
う
川
口
市
へ
の
政
策
提
案
を
す
る
活
動
を
行
ってき

ました。そのとき、

私
が
目
を
つ
け
た
の
は
川
口
市
の

環
境
問
題
についてです。

現
状
川
口
市
の
河
川
を
見
て

みると、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ペットボトル

や
粗
大
ご
み

が
浮
いていたり、

生
活
排
水
が
そ
の
ま
ま
流
さ
れ
る
こ

とによって

川
に
油
が
浮
かんでいたり、

川
が
白
濁
し

魚
が
死
ん
で
し
ま
う
等
の
問
題
が
起
こって

います。ま

た、

街
中
に
あ
る
自
販
機
の
周
りには、ごみ

箱
が
あ
る

の
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
空
き
缶
や
ペットボトル

を

見
かけたり、

飲
み
物
の
ご
み
で
は
な
い
プラスチック
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の
弁
当
箱
等
の
ご
み
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
た
り
す
る
の

を
見
かけることがあります。そんな

状
況
を
打
破
す

るべく、

私
た
ち
の
グループ

で
は
飲
料
容
器
の
分
別
を

し
て
も
ら
う
方
法
を
考
えました。

プラスチック

を
再

利
用
し
て
ペットボトル

を
分
別
し
て
回
収
す
る
透
明
な

回
収
機
を
作
り、それに

キャップ

と
ラベル、ペット

ボ
ト
ル
を
分
別
し
て
捨
て
て
も
ら
お
う
と
考
えました。

回
収
し
た
ペットボトル

の
明
確
な
再
利
用
方
法
を
街
の

人
に
実
際
目
で
見
て
実
感
してもらうことによって、

ご
み
の
分
別
回
収
の
促
進
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と

しています。

こ
の
取
り
組
み
は
実
際
に
大
分
市
で
も
導

入
されており、

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
で
効
果
が
確
認
さ

れています。

もし、この

方
法
で
ご
み
の
削
減
に
効
果
が
現
れれば、

ご
み
の
処
理
に
使
っている

川
口
市
の
費
用
を
削
減
す
る

ことができ、

教
育
の
充実、道路

の
舗
装
や
そ
の
他
の

様
々
な
問
題
に
費
用
を
回
すことができます。そうす

れ
ば
住
み
や
す
い
川
口
市
を
作
る
た
め
の
一
つ
の
手
助
け

になってくれると

思
います。また、

燃
や
す
ご
み
の

量
が
減
ることによって

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
が
減
り、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
減
少
につながりま

地
球
全
体
で

問
題
になっている

温
暖
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
繋
が

っていくと

思
います。

前
途
の
通
り、

一
人
一
人
の
ご
み
の
排
出
量
を
見
て
み

ると、

川
口
市
は
比
較
的
頑
張
っているほうだと

考
え

られます。しかし、

残
念
な
が
ら
ま
だ
街
中
に
は
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
転
がっています。わたしたちに

は、

川
口
に
住
む
者
と
し
て
住
み
や
す
い
街
を
作
ってい

く
責
任
があります。わたしたちはこれからも

引
き

続
き
ご
み
の
分別、減

ら
し
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う

と
思
います。そして、わたしたちの

住
む
川
口
市
を

街
に
ポ
イ
捨
てされたごみのない、

川
が
き
れ
い
な
街

にしていきたいです。
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私
た
ち
の
行
動
で
変
わ
る
住
み
や
す
い
街

川
口
市
立
高
校
附
属
中
学
校

三
年

大
鷹

日
菜
子

住
み
や
す
い
街
と
は
何
だろうか。

川
口
市
は「

本
当

に
住
み
や
す
い
街大賞」

で
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
二

年
ま
で
トップテン

に
選
ばれ、さらには

二
〇
二
〇
年

と
二
〇
二
一
年
で
は
二
年
連
続
で
一
位
を
獲
得
している。

調
べ
て
み
る
と
五
つ
の
審
査
基
準
によって

決
ま
る
こ
と

が
分
かった。

住環境、交通

の
利便性、教育・文化、

環境、発展性、

コストパフォーマンス

だ。これら

五
つ
の
観
点
も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
と
思
うが、

本
当
に
そ

れだけなのだろうか。
私
は
本
当
に
住
み
や
す
い
街
とは、「

人
のやさしさ」

で
あ
ふ
れ
て
い
る
街
で
あ
る
と
考
える。そう

思
ったの

は
ご
み
拾
い
を
し
て
い
る
男
性
に
出
会
ったからだ。

部

活
が
朝
早
くからあった

日、学校

ま
で
の
道
で
ご
み
を

拾
っている

人
に
会
った。

何
日
か
経
つにつれ、

普
段

登
校
す
る
と
き
は
見
たことがなかったの

毎
日
朝
早

く
か
ら
拾
っているという

分
かった。ごみを

拾
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
である。

し
か
し
、
赤
の
他

人
が
捨
て
た
も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
朝
早
く
か
ら
起
き
て
拾
う

と
い
う
行
動
は
私
に
は
ま
ね
が
で
き
な
い
な
ど
思
った。

自
分
がやっても

誰
か
に
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
自
分
に
は
関
係
が
な
い
と
思
ってしまうからだ。

そんなとき、

道
徳
の
授
業
で「

社
会
を
支
える」とい

う
テーマ

があった。これは

雪
か
き
を
し
て
い
る
人
の

話
だ。この

人
は
誰
か
を
喜
ば
せ
る
た
めにではなく、

そ
の
道
を
通
る
人
た
ち
が
い
つ
も
の
よ
う
に
普
通
に
歩
い

て
い
け
る
よ
う
に
事
前
にやっておいている。この

話

を
聞
い
た
と
き
私
が
見
た
ご
み
拾
い
を
し
て
い
た
人
に
似

て
い
る
と
思
った。これら

二
つ
は
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

目
撃
されるわけではない。しかし、

誰
か
が
し
て
い

な
い
と
そ
の
道
を
快
適
に
通
ることができない。つま

り、このようなごみ

拾
い
や
雪
か
き
を
し
て
い
る
人
は

自
分
の
事
の
よ
う
に
と
ら
え
て
行
動
しているのだ。

また、「

自
然
の
豊
かさ」も

大
切
で
あ
る
と
考
える。

公
園
や
川、海、森林

な
ど
に
自
然
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
しむことができる。この

な
環
境
は
人
々
の
目
に
や
さ
し
く
心
を
癒
してくれる。

さ
ら
に
植
物
の
光
合
成
に
よ
り
酸
素
を
供
給
し
て
く
れ
る

た
め
空
気
が
清
浄
である。これに

リラックス

を

することがで

自
然
環
境
が
整
っ
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て
い
る
と
多
様
な
植
物
や
動
物
が
生
息
す
る
こ
と
が
で
き

る。この

生
態
系
は
重
要
な
役
割
を
果
たしている。

例

え
ば
樹
木
だ。

前
述
で
述
べ
た
通
り
樹
木
に
は
酸
素
を
供

給
す
る
役
割
があり、

空
気
の
清
浄
につながる。

鳥
や

昆
虫
は
害
虫
の
駆
除
や
花
の
受
粉
を
助
けている。つま

り、

自
然
が
豊
か
に
な
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

りにもつながるのだ。

私
の
祖
父
母
の
家
は
自
然
が
豊

か
な
山
の
近
く
に
建
っている。そこでの

夏
の
生
活
は

涼
し
く
快
適
に
過
ごすことができる。ま

た
、
祖
母
は

押
し
花
をしており、

押
し
花
の
作
品
を
見
る
と
花
自
体

は
よ
く
見
る
も
の
だ
が
作
品
に
す
る
こ
と
で
植
物
を
さ
ら

に
身
近
に
感
じることができた。つまり、

植
物
は
人
々

の
五
感
を
刺
激
することもできるのだ。

住
み
や
す
い
街
と
は
一
概
に
は
言
えない。もちろん

本
当
に
住
み
や
す
い
街
な
の
か
を
選
ぶ
審
査
基
準
も
人
々

が
快
適
に
過
ご
す
上
で
大
切
で
あ
る
か
ら
だ
。しかし、

私
の
思
う
住
み
や
す
い
街
と
は
そ
れ
ら
に
加
え「

人
の
や

さしさ」や「

自
然
の
豊
かさ」があふれる

街
で
あ
る

と
考
える。

今
の
私
に
は
街
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
は
で

きない。しかし、ご

拾
ったり

植
物
に
水
を
あ
げ

たりすることはで

小
さ
な
行
動
で

も
街
は
変
わっていける

思
う。これから

見
て
い

る
だ
け
で
な
く
行
動
に
移
していきたい。
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私
の
大
好
き
な
も
の

十
二
月
田
中
学
校

三
年

福
原

蒼
大

私
は
音
楽
が
大
好
きだ。ありのままの

自
分
で
輝
け

る
音
楽
が
大
好
きだ。

私
は、そんな

音
楽
の
楽
しさ、

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
教
師
になりたい。

私
は
四
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っていた。

ピ
ア
ノ
を
習

い
始
め
た
こ
と
が
音
楽
を
大
好
きになったきっかけだ

った。

楽
譜
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
を
自
分
な
り
に
考
え、

理
解
する。それを

元
に
好
き
な
よ
う
に
表
現
する。こ

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
完
成
した「

私
の
音」

だ
け
が
会

場
に
響
く。あの

感
動
と
達
成
感
が
私
は
大
好
きだ。し

かし、

音
楽
の
楽
しさはこれだけではなかった。

私

は
中
学
生
になり、

吹
奏
学
部
に
入
部
した。

部
活
動
を

通
し
て
私
は「

仲
間
と
一
つ
の
音
楽
を
作
ること」の

楽

し
さ
を
知
った。

同
じ
旋
律
を
吹
い
て
い
る
人
と
何
度
も

一
緒
に
練
習
し
て
表
現
を
揃
えたり、

オーディション

に
向
け
て
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
したり、

時
に
は
意
見
が

合
わ
ず
喧
嘩
し
て
し
ま
う
こ
ともあった。このよ

こ
と
を
通
して「みんなで

作
った

音
楽
を
会
場
に
響

かせる。

私
は
こ
の
瞬
間
が
一
番
自
分
が
輝
い
て
い
る
と

思
う。

一
人
で
自
由
に
表
現
す
る
ピ
ア
ノ
も、みんなの

心
を
一
つ
に
し
て
一
つ
の
音
楽
を
作
る
吹
奏
楽
も、

音
楽

を
心
か
ら
楽
しい、

私
が
輝
け
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の

だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
大
切
な
存
在
である。

音
楽
は
私

の
人
生
を
よ
り
良
いものにしてくれた。この

素
晴
ら

し
い
音
楽
の
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
教
師
に
私
は
な
り
た

い。
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ら
れ
る
教
師
に
な
る
た
め

に
は
何
が
必
要
か。

私
に
は
二
つ
の
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う。
一
つ
目
は
た
く
さ
ん
の
音
楽
を
学
ぶことだ。

私
は
ま

だ、

ピ
ア
ノ
と
吹
奏
楽
し
か
体
験
したことがない。し

かし、

世
界
に
は
オーケストラ

や
オペラ、

讃
美
歌
な

ど、たくさんの

音
楽
が
存
在
する。このたくさんの

音
楽
に
つ
い
て
学
ぶことで、

様
々
な
ジャンル

の
音
楽

の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
伝
えることができる。そのた

め
に
私
は、

キ
リ
ス
ト
教
の
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る
高

等
学
校
へ
行
き、

讃
美
歌
を
体
験
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

おり、

実
現
す
る
た
め
に
受
験
勉
強
に
励
んでいる。

二
つ
目
は、

全
力
で
演
奏
し、

全
力
で
楽
しみ、

聞
い

て
い
る
人
が「いいな、

私
もやってみたい

そ
う
思

え
る
よ
う
な
音
楽
を
奏
でることだ。

音
楽
は
人
の
心
を
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動
か
す
と
よ
く
言
われているが、これは

本
当
だ
と
思

う。

実
際
私
も、

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
演
奏
を
聞

いて、

楽
し
そ
う
と
思
ったことが

ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め

たきっかけだった。

私
の
音
を
聞
い
た
人
が「

音
楽
を

始
めたい」と

思
え
る
よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な

りたい。そのために、

ピ
ア
ノ
や
歌、吹奏楽部

で
演

奏
し
て
い
た
楽
器
を
今
よりももっと

練
習
し、

演
奏
技

術
を
向
上
させたい。また、

気
持
ちのこもった

音
楽

は
人
の
心
を
震
わせる。できないことを

減
ら
し
て
い

き、

自
信
や
楽
し
さ
に
満
ち
溢
れ
た
音
楽
を
奏
で
ら
れ
る

ようになりたい。
勉
強
面
で
も
音
楽
面
でも、

音
楽
の
教
師
に
な
る
た
め

にやらなければならないことはたくさん れ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で、

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る

こともきっとあるだろう。しかし、

私
は
諦
めない。

音
楽
は
私
の
人
生
を
彩
ってくれた。そして、これか

ら
も
多
く
の
人
の
人
生
を
彩
っていくと

思
う。

私
は
そ

の
手
助
けをしたい。

私
の
よ
う
に
音
楽
の
お
か
げ
で
人

生
が
よ
り
良
くなったと

思
えるように、みんなの

心

か
ら
楽
しめる、ありのまま

自
分
で
輝
け
る
存
在
に

なれるように、

私
の
大
好
き
な
音
楽
を、みんなも

大

好
きになれるよ
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成
長
痛
と
向
き
合
う
僕

安
行
中
学
校

一
年

大
塚

栄
汰

僕
は、ものごこ

ろ
つ
い
た
頃
か
ら
サッカー

をやっ

ている。

小
学
生
の
チーム

に
入
っても

一
つ
上
の
年
に

上
げてもらって

練
習
や
試
合
に
出
してもらってやっ

てきた。

サッカー

の
練習、試合

が
天
候
不
良
で
な
く

なってしまうことが、すごく

嫌
だった。

そ
ん
な
僕
に
サッカー

が
出
来
な
い
こ
と
を
考
え
る
日

が
来
る
こ
と
す
ら
僕
は
考
えていませんでした。

六
年
生
の
あ
る
日、

サッカー

中
に
踵
に
激
痛
が
走
り、

練
習
を
見
学
することになりました。

チーム

の
仲
間

が
サッカー

を
プレー

し
て
い
る
こ
と
が
羨
ま
し
く
思
い、

な
ん
で
僕
だ
け
踵
の
痛
み
が
で
て
サッカー

が
で
き
な
く

なるのだろうと、すごく

悩
みました。

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
近
く
の
病
院
へ
行
き
治
療
し
て
い

ました。

一週間、二週間

が
過
ぎて、

軽
い
体
育
や
他

の
スポーツ

をしても、まだ

激
痛
が
走
り、またしば

ら

く

の

間

サッカー

を

休

ま

な

く

て

は

い

け

な

く

な

る

日
々
でした。いつに

僕
の
踵
の
痛
み
は
良
く

な
る
の
だ
ろ
う
と
悩
む
日
々
が
長
く
続
きました。

サッ

カーチーム

に
見
学
し
に
行
け
ば
チームメイト

は
サッ

カー

を
楽
しそうにやっているし、

僕
が
休
ん
で
い
る

間
に
み
ん
な
は
上
手
になってしまって、あせる

気
持

ちしかありませんでした。
病
院
の
先
生
は「

身
体
が
成
長
し
て
い
る
間
に
激
し
い

運
動
を
し
て
い
る
子
は、なかなか

治
らないから、う

ま
く
付
き
合
っていこうね」と

言
ってくれたのです

が、

僕
はあせっていたので、その

先
生
の
言
ってい

る
こ
と
が
す
ご
く
嫌
でした。

そ
の
理
由
は、

川
口
ト
レ
セ
ン
に
選
抜
さ
れ
て
い
た
の

で、

大
き
な
大
会
で
ス
タ
メ
ン
で
出
場
したかったから

です。

正
直
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
練
習
し、

試
合
に
出
た

い
が
た
め
に
必
死
でした。

大
会
当
日
も
激
痛
に
耐
え
な

が
ら
僕
は
試
合
に
出
場
していました。

途
中
に
相
手
と

接
触
し
た
と
き
に
踵
を
強
打
し、

僕
は
も
う
こ
の
ま
ま
試

合
にでていても、

チーム

に
貢
献
で
き
な
い
と
思
った

ので、

自
ら「

交
代
してほしい」と

言
いました。

今

ま
で
で
一
番
悔
しかったことに

間
違
いありません。

そ
れから、しばらく

サッカー

を
完
全
に
や
す
ま
な

いといけなくなった

僕
に
両
親
が、「

大
き
な
病
院
で
診

て
もらおうか？」

話
をしてくれました

初
め
て
、その

先
生
が
僕
を
診
察
すると、「

シーバー
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病
と
い
う
成
長
痛
だね」と

先
生
が
言
って

結果、先生

か
ら
は
身
体
が
固
いから「

リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
帰
ってね

。

ど
ん
な
スポーツ

も
身
体
の
ストレッチ

が
す
ご
く
大
事

だからね」と

説
明
してくれました。それから

リ
ハ

ビ
リ
の
先
生
に
教
えてもらった

ストレッチ

を
自
宅
で

も
学
校
で
も
や
り
続
けて、

自
分
の
身
体
としっかり

向

き
合
って

ストレッチ

す
る
時
間
を
必
死
になって

取
り

組
みました。そ

の
時
も
う
僕
は
中
学
の
クラブチーム

に
所
属
し
て

いたので、またあの

頃
の
激
痛
が
で
た
ら
ど
う
し
よ
う

と
不
安
な
気
持
ちがあったけれど、

一
ヶ
月
ぐ
ら
い
休

ん
だ
頃
に
お
母
さ
ん
か
ら
「
痛
み
が
で
る
か
で
な
い
か
は

サッカー

をやってみないと

分
からないのだから、

も
う
そ
ろ
そ
ろ
練
習
参
加
してみたら」と

言
わ
れ
て
少

し
不
安
な
気
持
ちもあったけれど、

練
習
に
参
加
し
て

みました。
痛
み
も
な
く
以
前
の
よ
う
に
サッカー

す
る
こ
と
が
で

きました。

久
々
に
サッカー

を
全
力
で
出
来
て
す
ご
く

嬉
しかったです。 僕

の
サッカー

が
出
来
る
姿
が
見
れ
て
親
も
す
ご
く
喜

んでくれました。
成
長
痛
と
僕
は、

上
手
に
向
か
い
合
う
こ
と
で
ス
ト
レ

ッチ

が、いかに

大
切
か
と
気
づくことができて、

ス

トレッチ

を
し
て
柔
軟
性
の
身
体
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に

よって

怪
我
を
し
な
い
身
体
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
知

ることができました。
今後、僕

が
サッカー

を
続
け
て
い
く
限
り、

ス
ト
レ

ッチ

を
し
続
け
て
い
く
大
切
な
時
期
だったと

今
は
思
え

ています。

今
後
も、

自
分
自
身
の
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
ケ
ア
し
な
が
ら
大
好
き
な
サッカー

を
全
力
で
楽
し

ん
で
い
こ
う
と
思
います。
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委
員
会
の
楽
し
さ

青
木
中
央
小
学
校

五
年

鈴
木

智
敬

「ありがとう」

と、

聞
こ
え
る
気
がする。

野
菜
がしゃべっているよ

う
に
聞
こえるのは、ばくだけだろうか。ぼくは

今、

園
芸
委
員
会
の
仕事、水

やりをしている。

周
り
の
先
ぱいは、

委
員
会
の
仕
事
をきらっていた。

「面白

くない」「

楽
しくない」と。ぼくは

委
員
会
に

入
る
の
が
不
安
になった。だがそれは、ぼくの

考
え

すぎだった。

委
員
会
は
と
て
も
楽
しかった。

初
め
て

の
体
験
もたくさんした。

種
や
な
え
の
植
え
付
け、

水

やり、しゅうかくなど、

自
然
と
ふ
れ
あ
う
楽
し
さ
を

知
った。

野
菜
を
持
ち
帰
ると、

家
族
の
喜
ぶ
顔
が
見
れ

る。「

委
員
会
は、とても

楽
しいんだ」と

心
か
ら
思
っ

た。けれど、

野
菜
を
育
てるのは、よいことばか

り

は
続
かなかった。

抜
い
て
も
抜
い
て
も
生
え
て
く
る
雑

草、

す
ぐ
に
干
か
ら
び
る
土。最初

はとてもつらかっ

た。だが、

何
回
も
そ
の
光
景
を
見
ていると、それが

ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
になっていた

野
菜
が
元
気

に
育
っているしょうこなのだから。そう

思
うと、

とてもうれしくなった。

今
ま
で
何
種
類
の
野
菜
を
み

ん
な
と
一
緒
に
育
ててきただろう。

ピーマン、トマ

ト、ブロッコリー

な
ど
十
種
類
は
育
ててきた。それ

ぞ
れ
の
野
菜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
ちょうをもっている。

ま
る
で
人
のように。やっぱり

委
員
会
は
最
高
だ。

園

芸
委
員
会
に
入
ってよかった、と

心
からよろこんだ。

気
が
付
け
ば
十一月。

ぼ
く
た
ち
が
一
生
懸
命
育
て
た

ブロッコリー

が
給
食
に
で
る
日
だ。

ブロッコリー

の

入
ったみそ

汁
には、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
入
っ

て
いた。この

教
室
の
中
に
も
何
人
か
は
み
そ
汁
を
残
し

てしまった

人
もいた。けれども、ほとんどの

人
が、

「美味

しい」と

言
ってくれました。

園
芸
委
員
会
の

本
当
の
や
り
が
い
は
こ
れ
な
ん
だ
と
感
じました。

今
ま

で
は
野
菜
に
水
をあげたり、しゅうかくすることが

園
芸
委
員
会
の
楽
し
み
と
や
り
が
い
だ
と
思
っていた。

だが、「

野
菜
を
育
て
る
楽
しさ」と「

育
て
た
野
菜
を
食

べ
て
も
ら
う
うれしさ」の

二
つ
の
や
り
が
い
が
あ
る
こ

と
を
初
め
て
知
った。このころ、ぼく

心
の
中
で
は

委
員
会
が「

面
白
くない」から「とて

楽
しい」に

変
わっていること

気
づいた。

必
ず
し
も
野
菜
が
育

つわけでもな

野
菜
を
必
ず
食
べ
て
も
ら
え
る
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わけでもない。でも、いつか

食
べ
て
も
ら
え
る
と
き

に、みんなに「

美
味
しい」と

言
ってもらえるよう

に、

今
も
野
菜
の
声
を
聞
きながら、みんなで

野
菜
を

育
てています。
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学
校
の
楽
し
い
と
こ
ろ

安
行
小
学
校

四
年

小
久
保

波
那

私
の
学
校
に
は
、
エ
コ
ク
ラ
ブ
と
言
う、

自
然
を
大
切

に
思
う
心
や
地
いきのかんきょうを

守
る
活
動
を
す
る

ク
ラ
ブ
があります。

学
生
さんなら、だれでも

参
加

できるので、

私
も
入
っています。

米
づくりをすることになりました。

学
校
に
は
田

ん
ぼ
が
な
い
の
で
田
ん
ぼ
作
りからです。

長
ぐ
つ
を
は

いて、

土
をほるのは、

大
変
でした。

初
め
て
の
田
植
えもやりました。はだしで

田
ん
ぼ

に
入
っ
たら、

足
がぬけなくなって、

転
ん
だ
り
も
し

たけど、

楽
しいです。いねかり、だっこくと、

全

部
やりました。

楽
しいけどつかれました。せい

米

をして、おにぎりにして

食
べたらおいしくて、た

く
さ
ん
食
べました。

お

米

が
食

べ

ら

れ

る

よ

う
に

な

る

ま

で

と

て
も

長

い

時
間
がかかるし、

台
風
が
来
た
り
す
る
と
心
配
に
な
る

し、すごく

大
変
な
ん
だ
と
思
いました。

次
に
カ
イ
コ
です。

カ
イ
コ
は、

白
く
て
つ
る
つ
る
し

て
い
て
か
わ
い
い
虫
です。

初
め
て
見
た
時
は「これ

何、白

い
虫？」

と
思
い
ま

し
た
が
先
生
に「

カ
イ
コ
と
言
う
虫
だよ。」と

言
わ
れ
て、

気
になってので

家
で
育
て
て
み
る
事
にしました。

一
年
生
の
時、初

め
て
み
た
お
母
さんは「かわいく

ないよ。」と

少
し
イ
ヤ
がっていました。でも

毎日、

ク
ワ
の
葉
をあげて、

部
屋
の
お
そ
う
じ
を
二
人
で
し
て

いたら、いつの

間
にか、

ク
ワ
の
葉
を
食
べ
る
す
が
た

を「かわいい

ネ。」

と
見
る
事
が
で
き
ました。

マ
ユ
玉
が
出
来
るのはふしぎでした。

女
の
子
は
黄

色、男

の
子
は
白
色
の
マ
ユ
玉
を
作
ります。

軽
いけど、

とてもかたいです。

今

年

は
マ

ユ

玉

の

先

が

気
になって

育

て

る
事

に

し

ました。

白
くて、

飛
べ
な
い
カ
イ
コ
がになりました。

さ
ん
ら
ん
ま
で
見
る
事
ができて、とてもうれしいで

す。

カ
イ
コ
は
毎
年
育
てていて、

家
族
の
楽
し
み
に
な

っています。

私
の
学
校
では、

動
物
を
た
く
さ
ん
育
てています。

例
え
ば
ヤ
ギ
三
匹
います。

い
つ
も
休
み
時
間
に
人
参
や
キャベツ

をあげたり、

さわったりする

事
ができます。

六
月
九
日
は、

日
曜
日
だ
け
ど
エ
コ
ク
ラ
ブ
があって
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学
校
に
行
きました。その

日
は
ハ
チ
の
巣
か
ら
ハ
チ
ミ

ツ
を
取
る
体
験
をしました。

帰
る
時、先生

が
み
ん
な

に「

ヤ
ギ
が
産
まれたよ。」と

言
っているので

見
に
行

くと、

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ヤ
ギ
が
二匹、

いっしょ

に
丸
まっていました。

二匹共、全然動

かなくて、

心
配
でした。お

母
さ

ん
ヤ
ギ
が、

顔
や
体
を
ペ
ロ
ペ
ロ
なめると、

立
と
う
と

二匹共、動

き
だ
しました。

私
は「がんばれ」と

思
いました。

立

ち

上
がって

歩

い

た

時
は、まわりのみんなと

「やったね」とうれしくなりました。

今
は、

元
気
に
育
っています。だっこする

事
も
で

きるので、とってもかわいいです。

勉
強
では、

学
べ
な
い
体
験
がたくさんできるので、

私
は
学
校
が
楽
しいです。

-25-



今
がんばっている

トロンボーン

安
行
小
学
校

四
年

髙
山

結
生

わ
た
し
は
今
、
器
楽
ク
ラ
ブ
で
トロンボーン

を
が
ん

ば
っています。

トロンボーン

を
や
ろ
う
と
思
ったき

っかけは、

今
中
学
生
の
姉
がいます。

姉
は
六
年
生
の

ときに、

同
じ
器
楽
ク
ラ
ブ
で
トランペット

をやって

いました。わたしも、

ク
ラ
ブ
に
入
れ
る
学
年
になっ

たので、あこがれていた

器
楽
ク
ラ
ブ
に
入
りました。

でも、

姉
と
全
て
同
じでは、まねしているようでは

ずかしかったので、わたしは

トロンボーン

が
や
り

た
い
！
と
思
っていました。

どうしても、

トロンボーン

をやりたいわたしは、

楽
器
が
決
定
す
る
前
に
休
み
時
間
に
何
度
も
音
楽
室
に
か

よ
い
練
習
しました。

トロンボーン

は、

トランペット

と
は
ち
が
い
音
が

ひ
く
い
楽
器
です。

初

め

て

トロンボーン

を

持

った

と

き

の

感

想

は、

「こんなに

重
たいんだ。」と、

トロンボーン

は、のびたり

二
本
の

管
を
動
か
し
て
音
を
出
します。

管
は「

ス
ラ
イ
ド
管」

といいます。

動
か
す
ポジション

で、

音
階
が
か
わ
り

ます。

まずは、

トロンボーン

をふくには、

マウスピー

ス
で
音
を
出
せるようにならないといけません。

そ

こ

で
姉

に

マウスピース

の

ふ

き

方

を

教
え

て

も

らいましたが、さい

初
は、なかな

か
う
ま
く
い
か
な

かったので、たくさん

練
習
しました。

音
が
出
たときはとてもうれしくて、

練
習
が
楽
し

くなりました。

十

月

六
日

に

安

行

地

区

の
運

動

会

で

入

場

曲
を

え

ん

そうすることになっています。

え
ん
そ
う
曲
は、

ファンファーレ、ドラムマーチ、

ミッキーマウスマーチ、

でしたが、この

前、

先
生

が「みんなが

上
手
だから、

曲
を
ふ
やしましょう。」

と
言
ってくれました。

新
し
い
曲
は、「となりの

トトロ」

を
え
ん
そ
う
し

ます。わたしはとても

楽
しみです。

夏

休

み
に

入

って

一

週

間
は

朝

早

く

か

ら

練
習

に

行

きました。とても

暑
かったです。

練
習
では、

金
管
楽
器
と
た
い
こ
な
ど
べ
つ
べ
つ
の
教

室
で
練
習
したり、みん

曲
を
合
わ
せ
た
り
し
ま
し
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た。

ファンファーレ

が
わ
た
し
は
苦
手
で、はいりがと

てもむずかしいので、これからたくさん

練
習
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
います。

新

し

い
曲

も

あ

る

の

で

た
い

へ

ん

だ

け

ど

と
て

も

楽

しいです。

今
は、

トロンボーン

の
重
さも、

大
き
さ
に
も
な
れ

てきて、あのときよりも

成
長
したなぁと

自
分
で
も

思
います。十

月
ま
で
の
練
習
も
が
ん
ば
り
たいです。そして、

本
番
も
楽
しみながらがんばりたいです。
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憧
れ
を
忘
れ
な
い

川
口
市
立
高
校
附
属
中
学
校

二
年

尾
茂
田

葵

私
は
今、将来

の
た
め
に
憧
れ
の
気
持
ち
を
忘
れず、

日
々
努
力
している。「

将来、

ど
ん
な
職
業
に
就
き
た
い

ですか？」

昔
は
こ
の
質
問
が
少
し
怖
かった。

何
か
に

強
い
憧
れがあったわけではなく、この

質
問
に
答
え

られないことによって、

自
分
の
将
来
が
閉
ざ
さ
れ
一

生
暗
い
道
を
迷
い
な
が
ら
生
き
て
い
く
感
じ
が
し
て
し
ま

ったからだ。

しかし、

小
学
二
年
生
の
と
き
転
機
が
訪

れた。

私
は
家
族
と
五
人
で
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
行
った。

見
た
こ
と
の
な
い
建
造
物
が
並
び、とても

一
人
で
は
食

べ
き
れ
な
い
量
の
料
理
が
運
ばれ、

聞
い
た
こ
と
の
な
い

言
葉
が
飛
び
交
っていたあの

空
間
は、

当
時
の
私
に
と

って

異
世
界
のようなものだった

。
家
族
の
誰
も
イ
タ

リ
ア
語
が
話
せず、

水
一
つ
を
買
う
の
に
も
苦
戦
し
て
い

た。そんな

中
で、

一
人
の
女
性
に
出
会
った。それは、

私
た
ち
の
ツアーガイド

を
し
て
く
れ
て
い
た
西
尾
さ
ん

だった。

小
さかった

私
は
美
術
館
を
見
て
回
るとき、

最
前
に
い
る
彼
女
の
後
ろ
を
着
い
て
行
っていた。

彼
女

が
現
地
の
人
々
と
流
暢
に
コミュニケーション

をとり、

日
本
語
で
私
た
ち
に
説
明
を
し
て
く
れ
た
と
き
は
大
き
な

安
心
感
のようなものがあった。その

姿
は
と
て
も
か

っこよく、

私
は「

西
尾
さ
ん
の
よ
う
な
人
になりたい」

と
思
った。「

将来、

ど
ん
な
職
業
に
就
きたいか」とい

う
質
問
に
一
言
で
答
えられるわけではなかったが、

憧
れ
の
姿
を
見
つけることができた。

帰国後、一番

に
母
に
頼
ん
で
外
国
語
の
本
を
買
ってもらった。

語
学

に
関
し
て
興
味
津
々
になっていた

私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
本
を
読
もうとしたが、それは

想
像
と
違
かった。

全
く
理
解
できなかったのである。

覚
え
る
こ
と
は
と

て
つ
も
な
く
多
く、

発
音
も
お
手
本
の
よ
う
に
は
全
く
い

かなかった。

私
は
自
分
と
西
尾
さ
ん
と
の
距
離
の
遠
さ

を
痛
感
し、やるせない

気
持
ちになった。それでも

諦
めたくなかった。

憧
れ
の
気
持
ち
を
無
く
し
た
く
な

かった。

それから、

学
校
の
図
書
館
で
語
学
に
関
す
る

本
を
借
りて、

毎
日
地
道
に
勉
強
を
続
けていった。

理

解
で
き
な
い
自
分
に
腹
が
立
ったり、

悔
し
く
て
涙
を
な

がしたりもした。

日
々
の
努
力
を
続
け
て
い
る
う
ち
に

私
は
い
つ
の
ま
に
か
中
学
生
になっていた。

通
ってい

る
中
学
校
は
ＣＩＲ（

国際交流員）

の
方
々
が
十
名
い

たり、

英
語
の
体
験
活
動
が
豊
富
であったりと

語
学
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を
楽
し
く
学
べた。

中
学
に
入
って、

一
層
英
語
の
内
容

は
難
しくなったが、

小
学
校
時
代
の
自
主
学
習
の
お
か

げ
で
苦
戦
することはなく、

テ
ス
ト
で
も
常
に
上
位
に

入
ることができた。 私

は
今、小学二年生

の
と
き
の
自
分
に「

憧
れ
を
も

ってくれてありが

とう」、「

挫
折
し
て
も
諦
め
な
い
で

いてくれてありがとう」と

伝
えたい。また、

未
来

の
自
分
が
今
の
私
に「ありがとう」と

言
えるように、

将
来
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
思
った。

こ
の
世
界
に
い
る
誰
しもが、「

憧
れ」をもっている

だろう。それを

諦
め
て
し
ま
う
の
は
切
なく、もった

いないことだ。どうか、

自
分
が
な
り
た
い
と
思
った

そ
の
姿
を
諦
めず、

努
力
してみてほしい。

例
え
努
力

が
報
われなかったとしても、それはなんら

形

で
あ
な
た
の
未
来
にいかされている。

将
来
の
た
め
に
憧
れ
を
忘
れず、ひたむきに

生
き
て

いこう。また

今
度
は
自
分
が
誰
か
の
憧
れ
に
な
れ
る
よ

う、

胸
を
張
って

生
きていこう。
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強
い
人
に
な
り
た
い

川
口
市
立
高
校
附
属
中
学
校

二
年

佐
川

実
胡

私
は、

強
い
人
になりたい。

将
来
就
き
た
い
職
業
は

決
まっていないが、どんな

人
生
を
歩
ん
だ
と
し
て
も

芯
をもった

強
い
大
人
になりたい。

強
い
人
とは、

本
当
の
自
分
を
見
極
め
る
方
法
を
知
っ

ていて、

自
分
や
他
人
の
価
値
観
を
否
定
し
な
い
人
だ
と

思
う。

自
分
が
本
当
に
し
た
い
こ
と
を
知
っていて、そ

れ
を
つ
き
通
す
覚
悟
があり、

人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
価
値

観
を
否
定
し
な
い
寛
容
な
心
を
も
つ
こ
と
は
難
しい。

私
が
強
い
人
に
な
り
た
い
と
思
った

理
由
は、

自
分
が

弱
い
こ
と
を
自
覚
したからだ。

私
は
意
志
が
弱
く、

今

ま
で
中
途
半
端
に
生
き
て
き
た
と
思
う。

自
分
が
し
た
い

こ
と
や
挑
戦
してみたいことがわからず、

何
か
に
打

ち
こ
ん
で
い
る
人
を
み
て
嫉
妬
の
感
情
をもってしまう。

また、

人
の
意
見
を
素
直
に
聞
くことができず、

自
分

の
意
見
や
考
え
が
全
て
だ
と
思
ってしまう。

実際、私

の
よ
う
な
大
人
は
多
く
い
る
と
思
う。

生
き

る
こ
と
に
情
熱
を
も
た
ず
に
他
者
を
侮
辱
す
る
こ
と
に
時

間
を
使
う
人
や、

自
分
の
考
え
以
外
は
認
め
ず
に
人
に
そ

の
考
え
を
押
し
付
け
る
人。

そ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
大
人
に

はなりたくない。

自
分
を
変
え
る
た
め
に
今、頑張

っ

ていることがある。
一
つ
目
は、

様
々
な
価
値
観
に
触
れることだ。

人
そ

れ
ぞ
れ
感
じ
る
こ
と
や
考
え
る
こ
と
は
全
く
違
う
と
思
う。

だからこそ、

様
々
な
価
値
観
に
触
れて、

自
分
自
身
の

価
値
観
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
った。そのために、

読
書
をするようにしている。

元
々
幼
い
こ
ろ
か
ら
本

を
読
む
習
慣
はあったけれど、

登
場
人
物
の
考
え
や
価

値
観
を
深
く
読
み
取
ることはしてきていない。

色
々

な
人
の
考
え
や
価
値
観
を
知
る
に
は
読
書
が
一
番
手
っ
取

り
早
い
と
思
った。

自
分
にとって

読
書
は
労
力
を
使
う

も
の
だ
けれど、

自
分
の
知
らなかった

世
界
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
面
白
い。

本
は
価
値
観
だ
け
で
な
く
自
分
の

知
らなかった

世
界
や
生
き
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と

私
は
思
う。

また、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
をたくさんみるようにし

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は、

同
じ
時
間
を
生
き
て
い
る
人
達
の
リ
ア
ル
な

生
活
を
知
ることができる。そ

生
活
か
ら
感
じ
る
こ

とができる。それ

大
切
に
し
て
い
る
考
え
が
伝

わ
ってくる。

私
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大
好
きだが、ただ
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だ
け
で
な
く
、
様
々
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
広
い
視
野
をもって

楽
し
み
た
い
な
と
思
う。そ

して、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
他
人
が
夢
中
になっていることを

知

る
こ
と
が
できる。やってみたいことや

挑
戦
し
て
み

た
い
こ
と
を
探
すために、

色
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
こ
れ

からもみていきたい。
二
つ
目
は、

自
分
にとっての

幸
せ
を
探
すことだ。

長
い
人
生
を
生
き
て
い
く
う
え
で
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
だ
と
思
う。

自
分
にとって

の
幸
せ
を
知
っ

ていれば、

日
々
を
生
き
抜
く
こ
と
に
疲
れ
た
時、心

の

支
えになる。

余
裕
の
あ
る
人
は
自
分
にたまった

毒
を

と
り
だ
す
方
法
を
知
っていて、だからこそ

強
く
な
れ

る
ん
だ
と
私
は
考
える。そのために、

日
々
の
生
活
を

大
切
にするようにしている。

大
切
に
生
活
す
る
こ
と

を
意
識
してみると、

日
常
の
中
に
あ
る
小
さ
な
幸
せ
に

気
づくことができる。

私
は
そ
の
小
さ
な
幸
せ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
余
裕
がないので、まだまだ

だ
と
感
じ
る
こ
と
は
多
い。

自
分
にとっての

幸
せ
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
探
し
て
い

きたい。
強
い
人
になるには、

自
分
に
は
足
り
な
い
も
の
が
た

くさんある。

自
分
ならきっとな

信
じ

て、これからも

精
一
杯
生
きていきたい。そして、

強
くなった

自
分
で
一
度
し
か
な
い
人
生
を
楽
しみたい。
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人
々
の
幸
せ
の
た
め
に

青
木
中
学
校

三
年

西
原

花
音

私
の
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
川
口
市
は、「

本
当
に
住
み
や

す
い
街大賞」

で
二
〇
二
〇
年
と
二
〇
二
一
年
の
二
年
連

続
で
一
位
を
獲
得
しました。

当時、私

は
小
学
生
で
し

たが、その

ニュース

を
テ
レ
ビ
で
見
て
と
て
も
う
れ
し

い
気
持
ちになったことを

今
で
も
覚
えています。こ

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
つ
い
て
調
べてみると、

住環境、交

通
の
利便性、教育・文化環境、発展性、

コ
ス
ト
パ

フォーマンス

の
五
つ
の
観
点
か
ら
審
査
さ
れ
て
い
る
こ

とがわかりました。この

結
果
から、

多
く
の
人
々
が、

安
全
性
や
交
通
の
便
の
良
さ、

子
育
て
の
し
や
す
さ
な
ど

を
重
視
し
て
い
る
の
だ
と
感
じました。

住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
なのでしょ

うか。

私

が
考
え
る
住
み
や
す
い
街
とは、

子
供
か
ら
高齢者、障

害者、外国人

な
ど
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
です。

こ
の
よ
う
な
街
であるためには、

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
人
々
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り、

理
解
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
います。しかし、

私
は、

祖
父
母
と
も

離
れ
て
暮
らしているた

高
齢
者
と
接
す
る
機
会
も

多
くありません。また、

色
々
な
障
害
を
持
つ
人
た
ち

と
も
ほ
と
ん
ど
関
わったことがありません。

私
の
母

は、

小
・
中
学
校
の
時
、同

じ
ク
ラ
ス
や
学
校
に
障
害
を

持
つ
生
徒
がいたそうです。そして、その

生
徒
た
ち

に
つ
い
て
深
く
知
ることで、お

互
い
を
理
解
し
合
え
る

ようになったそうです

。
母
は、

中
学
時
代
に
覚
え
た

指
文
字
を
今
で
も
忘
れ
て
は
い
な
い
と
話
していました。

このように、

実
際
に
様
々
な
立
場
の
人
た
ち
と
触
れ
合

うことは、とても

大
切
だ
と
実
感
しました。なので、

地
域
の
中
で、

色
々
な
人
た
ち
と
触
れ
合
え
る
機
会
が
持

て
る
場
所
があれば、お

互
い
を
知
るきっかけになり、

住
み
や
す
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
感
じました。

また、

高
齢
者
にとって

住
み
や
す
い
街
に
す
る
た
め

には、

交
通
網
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
います。

最近、

高
齢
者
の
ドライバー

に
よ
る
交
通
事
故
の
ニュース

を

良
く
見
かけます。これらの

人
々
の
中
には、

駅
か
ら

離
れ
た
所
に
住
んでいて、お

店
や
病
院
に
い
く
た
め
に

は
車
を
利
用
す
る
し
か
な
い
と
い
う
人
たちもいます。

こ
の
よ
う
な
人
たちにとって

一
番
便
利
な
も
の
が
バ
ス

だ
と
思
います。

今
は
路
線
も
増
え
て
い
る
地
域
も
多
い

と
は
思
いますが、この

場
所
ま
で
バ
ス
が
あ
れ
ば
行
け

る
の
に
な
と
私
も
感
じたことがあ

バ
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ス
の
路
線
がもっと

拡
充
すれば、

私
た
ち
世
代
の
人
た

ちも、

交
通
の
便
の
悪
さ
か
ら
今
ま
で
行
ったことのな

かった

場
所
へ
行
くことができ、

自
分
た
ち
の
住
む
街

の
ま
だ
知
ら
な
い
魅
力
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

しれません。このようなことから、

交
通
網
の
整
備

により、

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た

ちにとっての

住
み
や
す
い
街
へ
と
近
づ
く
こ
と
が
で
き

る
と
感
じました。

最
近
では、あらゆる

場
所
で、

手
す
り
を
設
置
し
た

場
所
や
段
差
の
な
い
場
所
など、

様
々
な
人
に
配
慮
し
た

場
所
が
増
え
て
い
る
と
思
います。また、いろいろな

場
面
で
外
国
語
の
表
記
も
見
かけるようになり、

外
国

の
人
へ
の
心
配
り
も
感
じます。

しかし、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
に
な
る
た
め
に

は、

一
人
一
人
が
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
心
が
け
や

思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
います。

住
み
や

す
い
街
は、

一
人
ではつくることはできません

の
街
に
住
む
み
ん
な
が
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
少
し

ず
つ
行
動
していくことが、

住
み
や
す
い
街
へ
と
つ
な

がっていくのだと

私
は
思
います。だから、

私
も
そ

の
街
に
住
む
一
人
として、

今
の
自
分
に
は
何
が
で
き
る

か
を
考
えて、

毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
います。

そして、いつか、

今
住
ん
で
い
る
街
が
私
の
考
え
る
住

み
や
す
い
街
に
な
る
こ
と
を
願
っています。
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他
の
国
の
人
と
仲
良
く
す
る
た
め
に

青
木
中
学
校

一
年

椙
木

彩
琶

私
の
住
む
街
川
口
市
では、

年
々
外
国
人
が
増
え
て
き

ています。

二
〇
二
四
年
五
月
現
在
、外国人

の
人
数
と

割
合
は
約
四
万
人
で
総
人
口
の
約
七
・
三
パーセント

を

しめています。

国
籍
別
に
見
る
と
一
番
多
い
の
が
中
国

人。次

に
ベトナム、フィリピン、

韓国、朝鮮、

ネ

パール、トルコ

と
様
々
な
国
の
人
が
川
口
市
に
住
ん
で

います。

私
の
家
の
近
所
や
学
校
に
も
外
国
人
を
見
る
こ

と
が
多
くなってきました。

そ
ん
な
私
の
街、川口市

で
す
が
私
たちにとって

住

み
や
す
い
街
な
の
か
を
考
えてみたとき、

決
し
て
住
み

や
す
い
街
と
は
言
い
き
れ
な
い
と
思
いました。なぜな

ら、

日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
外
国
人
の
方
と
だ
と
互
い
に

気
を
使
ってしまう

上
に、

外
国
の
方
が
ルール

を
知
ら

なかったりするからです。 ら
住
み
や
す
い
街
に
な
る
の
か
を
考
えてみました。

「外国人

は
ルール

を
守
らない」という

話
を
よ
く

耳
にしますが、それ

本
当
に
外
国
人
だ
け
が
い
け
な

いのでしょう

ルール

を
知
らないし、

注
意
書
き

を
見
て
も
日
本
語
が
読
めない、そもそも

習
慣
が
ち
が

う
か
ら
だ
と
思
います。

外
国
人
も
日
本
人
も
住
み
や
す
い
街
に
す
る
た
め
の
改

善
策
を
私
な
り
に
二
つ
考
えました。

市
内
に
住
ん
で
い
る
祖
母
の
話
です。

祖
母
の
家
の
前

の
ゴ
ミ
捨
て
場
では、

ゴ
ミ
の
ルール

が
守
ら
れ
て
い
ま

せんでした。

引
越
し
て
き
た
多
く
の
外
国
人
が
ルール

を
分
かっていない

上
に
日
本
語
が
読
め
な
い
か
ら
だ
と

思
いました。そこで、

祖
母
が
彼
ら
の
国
の
言
葉
で
ゴ

ミ
捨
て
の
ルール

を
知
ら
せ
る
ポスター

を
作
り、

ゴ
ミ

捨
て
場
に
掲
示
しました。その

結
果
ルール

もしっか

り
と
守
られ、とても

改
善
されたようです。

今
回
の

件
で
私
が
思
ったことは、

日
本
が
直
接
で
な
く
て
も
よ

いので、

日
本
の
習
慣
を
外
国
人
に
教
え
て
あ
げ
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
なのだということです。

二
つ
目
は、

学
校
の
話
です。

現
在
学
校
に
も
た
く
さ

ん
の
外
国
人
がいます。

日
本
語
が
話
せ
る
子
は
日
本
人

と
の
交
流
が
多
く
見
られます。けれど、

日
本
語
が
あ

ま
り
話
せ
な
い
子
は
ど
う
し
て
も
同
じ
国
の
友
達
と
ば
か

り
交
流
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
感
じます。

日
本
人
と

の
交
流
を
増
やすには、まず、

互
い
の
こ
と
を
よ
く

知
り、

人
数
の
多
い
日
本
人
の
子
が
積
極
的
に
話
し
か
け
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る
こ
と
が
大
切
です。そのためには、

私
た
ち
が
他
言

語
を
学
ぶ
機
会
をもっと

増
や
す
べ
き
だ
と
思
いました。

また、

私
が
他
言
語
を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
ですが、

外
国

人
に
日
本
語
を
教
え
る
機
会
をもっとたくさん

増
や
す

こ
と
も
大
切
だ
と
思
います。

学
校
で
日
本
語
教
室
が
あ

りますが、

日
本
人
の
生
徒
が
外
国
人
の
生
徒
に
日
本
語

を
教
え
る
機
会
があってもおもしろい

だ
ろ
う
な
と
思

います。
外
国
人
が
増
え
て
き
て
い
る
中
で、

住
み
や
す
い
街
に

するためには、

日
本
人
か
ら
で
も
積
極
的
に
外
国
人
に

歩
み
寄
る
よ
る
こ
と
が
大
切
です。

自
分
の
国
の
文
化
や

習
慣
に
誇
りをもって、それ

を
外
国
人
に
一
生
懸
命
伝

え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
います。

そして、

住
み
や
す
い
街
とは、みんなが

ルール

を

守
り、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
街
の
こ
と
だ
と
思
う

の
で
私
の
住
む
川
口
市
も
そ
う
い
う
街
になってほしい

と
思
いました。
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「
私
の
街
を
こ
れ
か
ら
も
」

南
中
学
校

二
年

髙

夏
絆

私
の
住
む
埼
玉
県
川
口
市
は、

都
心
に
近
く
商
業
施
設

が
充
実
し
て
い
て
と
て
も
過
ご
し
や
す
い
町
です。それ

だけではなく、

開
放
感
の
あ
る
荒
川
の
土
手
や、

様
々

な
植
物
を
観
察
で
き
る
グリーンセンター

な
ど
が
あ
り
、

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
街
です。

こ
の
先
ずっとお

世
話
に
な
る
こ
の
街
ですが、どう

す
れ
ば
未
来
で
も
現
在
の
よ
う
に
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
て

い
る
街
に
な
る
か
な
、と

最
近
思
うようになりました。

愛
さ
れ
る
街
とは、

今
住
ん
で
い
る
人
や、

初
め
て
訪
れ

る
人
全
員
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
や
す
い
街
だ
と
本

で
見
たことがあります。

変
化
し
続
け
る
社
会
の
中、

今
よりもっと

住
み
や
す
い
街
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
必
要

か
、それはどんな

街
な
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い

ます。
まず、

一
つ
目
は「

都
市
と
自
然
の
共生」

と
い
う
点

です。

年々、多

く
の
街
で
都
市
化
が
進
んでいますが、

そ
れ
に
伴
って

自
然
も
減
って

しまって

い
る
場
合
も
あ

ります。

自
然
の
中
に
い
れ
ば
安
ら
ぎ
を
感
じれて、

街

の
中
に
花
や
木
を
植
えればもっと

街
が
華
や
か
に
な
り

ます。

私
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
自
然
こ
そ
が

街
の
住
み
や
す
さ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ます。ただ、

自
然
は
人
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
た

め、

単
純
な
町
の
住
み
や
す
さ
は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま

す。

都
市
化
が
進
むことで、

住
居
が
増
え
人
口
が
増
え、

働
く
人
も
増
え
経
済
が
回
るため、

街
の
発
展
に
つ
な
が

ります。

人
口
が
増
え
れ
ば
人
々
の
交
流
も
増
え
る
の
で

そ
れ
も
ま
た
住
み
や
す
い
街
になります。つまり、

都

会
と
自
然
の
調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
住
み
や
す
い
街

に
必
要
な
の
だ
と
思
います。

二
つ
目
は、「

街
の
歴
史
を
大
切
にする」です。

例
え

ば
と
て
も
住
み
や
す
い
街
があったとします。

思
い
切

り
体
を
動
か
せ
る
自
然
豊
か
な
公
園
があり、

ショッピ

ングモール

や
商
店
街
があり、たくさんの

人
が
住
ん

で
い
て
も
街
の
歴
史
や
文
化
を
知
ら
な
い
人
が
多
かった

ら
ど
う
思
いますか。

私
は
少
し
寂
し
い
街
だ
な
と
思
い

ます。たしかに

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
住

み
や
す
さ
に
直
結
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
います。です

が、

昔
か
ら
代
々
受
け
つ
が
れ
て
き
た
物
が
段
々
薄
れ
て

い
く
こ
と
は
悲
しいです。また、

自
分
た
ち
の
街
に
は

これがあって

誇
りですという
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街
が
に
ぎ
や
か
に
な
る
と
思
います。

自
分
た
ち
の
街
の
歴
史
や
文
化
を
全
く
大
切
に
し
な
い

街

は

ほ

と

ん

ど

な

い

と

思

いますが、もっともっと

色
々
な
方
法
で
街
に
浸
透
さ
せ
れ
ば
住
人
で
い
る
人
全
員

が
誇
り
に
思
え
て
大
切
にし、

後
世
へ
伝
え
て
い
く
活
気

の
あ
る
住
み
や
す
い
街
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ます。
最
後
に
三
つ
目
です。「

地
域
の
人
み
ん
な
が
楽
し
く
交

流
できる」ということが

大
切
だ
と
思
います。「

交流」

す
る
こ
と
は
お
祭
りだったり、

ボランティア

な
ど
に

参
加
することでできますが、それだけでなく、あ

い
さ
つ
も
一
つ
の
交
流
だ
と
思
います。

家
族
に
朝、

い

つもしているあいさつですが、

他
と
違
い
最
も
簡
単

に
多
く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
も
の
だ
と

考
えています。

朝
は「おはようございます」とい

う
声
が
聞
こえ、

街
の
人
々
が
協
力
し
て
ゴ
ミ
拾
い
を
し

て
常
に
綺
麗
で、

商
店
街
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
と
て
も

に
ぎ
や
か
な
街。

こ
ん
な
街
だったら

誰
も
が
住
み
た
く

なるでしょう。つまり

地
域
の
人
同
士
の
深
い
関
わ

り
がずっと

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
街
を
つ
く
る
と
い

うことです。
なので、「

地
域
の
人
み
ん
な
が
楽
し
く
交
流
できる」

と
い
う
こ
と
が
住
み
や
す
さ
に
繋
が
る
の
だ
と
思
います。

今
ま
で
住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
か
を
考
え
て
み

ましたが、

川
口
市
は
こ
の
三
つ
の
す
べ
て
を
達
成
で
き

て
る
と
思
います。

自
然
があり、

活
気
も
ある、そん

な
川
口
市
を
本
当
に
誇
りをもっています。これから

も
こ
の
街
に
住
み
続
けたいです。

また、この

先
ずっと

今
の
よ
う
な
最
高
な
街
の
ま
ま

で
あ
る
よ
う
に
もっと

川
口
市
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

です。
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住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
か

安
行
中
学
校

一
年

山
口

華
凛

私

は

住

み

や

す

い

街

と

は

ど

ん

な

街

な

ん

だ

ろ

う

と

時
々
考
え
る
事
があります。

私
が
今
住
ん
で
い
る
所
は、

緑
豊
か
で
す
ご
く
落
ち
つ
い
た
心
が
リラックス

出
来
る

場
所
だ
と
思
っています。そのような

中
で
色
々
な
場

所、環境、近所

の
人、日常

の
生
活
の
中
で
様
々
な
生

活
が
あるんだろうなーって

感
じています。

たとえば、

今
の
私
に
は
ま
だ
あ
ま
り
理
解
出
来
て
い

ませんが、

日
本
だ
け
で
な
く
外
国
な
ど
で
は
色
々
な
戦

争
などがあり、

何
の
つ
み
も
な
い
人
々
や
子
ど
も
達
も

そ
の
日
の
生活、食

べ
物
も
飲
み
物
も
な
い
中、死

ん
で

いってしまっていると、たまに

テ
レ
ビ
な
ど
で
見
ま

す。このような

事
を
知
ると、とても

悲
し
い
気
持
ち

になるし、どうしてその

街
か
ら
逃
げ
な
い
の
か
と
不

思
議
に
思
うときがあります。

色
々
とじじょうは

有

る
と
思
いますが、そこの

街
に
住
む
人
たちにとって

は
や
は
り
そ
の
街
か
ら
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ
ら
れ
な
い
じ

じょうがあるんだ

思
っています。

私
だっ

た
ら
そ
の
よ
う
な
街
に
は
住
め
な
い
し、

毎
日
が、こわ

く
て
こ
わ
く
て
し
か
た
な
い
と
思
います。だからこそ

本
当
に
世
界
は
平
和
で
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
と
強
く
思
い

ます。
さて、

今
現
在
の
日
本
で
あ
ら
た
め
て
住
み
や
す
い
街

と
は
ど
ん
な
街
な
ん
だ
ろ
う
？
と
考
え
た
場
合
ど
ん
な
街

な
の
か
と
言
わ
れ
る
と
す
ぐ
に
は
答
え
ら
れ
な
い
か
も
知

れません。

今
の
時
代
は
す
ご
く
そ
の
人
によってかち

感
も
ち
が
う
と
思
いますし、

一
人
一
人
が
色
々
な
意
見

が
あ
る
と
思
います。でも

私
自
身
が
住
み
や
す
い
街
と

は
？
と
考
え
た
場
合
やっぱり

平
和
で
安
全
と
言
う
事
で

す。

今
の
時
代
色
々
な
事
件
や
事
故
があります。

毎
日

学
校
な
ど
に
行
く
時
に
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら
行
き
た
く
な

いですし、

外
に
遊
び
に
行
く
と
き
で
も
元
気
に
出
か
け

たりしたいからです。

前
に
も
書
きましたが、それ

が
当
た
り
前
と
思
うのではなく、すごく

私
は
幸
せ
な

ん
だ
と
思
い
な
が
ら
生
活
し
た
い
と
思
っています。

次
に
ま
わ
り
の
人
た
ち
が
み
ん
な
笑
顔
で
元
気
が
あ
る

と
言
う
事
です。やっぱり

生
活
し
て
い
る
と
色
々
な
人

が
い
る
と
思
いますし、それぞれに

事
が

あ
る
と
思
います。かんたんに

言
え
な
い
の
か
も
し

れませんが、だれ

元
気
が
な

い
時
には、おうえ

思
いますし、

元
気
に
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なってほしいと

思
います。みんなが

笑
顔
で
元
気
で

いればきっとまわりの

人
た
ち
も
笑
顔
で
元
気
よ
く
楽

し
く
で
き
る
と
思
うからです。

そして、

街
全
体
が
き
れ
い
で
静
か
に
親
し
き
仲
で
も

礼
ぎ
あ
り
と
言
う
事
です。やはり、ごちゃごちゃ

街

がきたなければ、

衛
生
面
でもそうですし、

心
も
き

たなくなってしまうと

思
います。また、がやがや

う
る
さ
い
と
お
ち
つ
い
た
生
活
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す

し、

安
心
し
て
休
め
な
い
と
思
います。ただそのよう

な
中
であっても、しっかりとあいさつ

や
声
が
け
は

大
事
だ
と
思
うからです。

私
にとって

住
み
や
す
い
街
とは、

私
が
大
人
に
な
っ

て
も
い
つ
で
も
帰
って

来
た
い
街
の
事
だ
と
思
います。

そ
の
た
め
に
今
私
達
が
何
が
で
き
る
の
か
何
を
す
れ
ば
住

み
や
す
い
街
になるのかをしっかりと

考
えて、

一
人

一
人
が
少
し
で
も
協
力
しあってがんばる

事
が
大
切
だ

と
思
います。

住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と

思
いますが、

安全、平和

で
み
ん
な
が
笑
顔
で
元
気
よ

く
助
け
あ
え
る
街
が
私
に
は
街
と
し
て
住
み
や
す
い
と
思

います。
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「住

み
や
す
い
街」

と
は
ボランティア

を
通
し
て

西
中
学
校

一
年

吉
田

晴
哉

住
み
や
す
い
街
と
は
ど
ん
な
街
か
地
域
ボランティア

を
通
し
て
考
えてみました。

ぼくは、

月
に
一
回
町
会
で
公
園
の
清
掃
を
父
と
一
緒

にやっています。

主
に
衛
生
部
がやっています。ま

た、

二
か
月
に
一
回
資
源
回
収
もやっています。そし

て、

公
園
に
落
ち
て
い
る
枯
れ
葉
を
ほ
う
き
を
使
っては

いたり、

雑
草
を
鎌
を
使
って

と
っ
た
り
、ふるいを

使

って

砂
を
落
として、

ビニール

袋
に
入
れ
て
入
口
付
近

に
あ
る
ご
み
集
積
所
に
集
めます。そして、

参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
ばかりです。

そ
の
よ
う
な
中
に
一
人
と
て
も
気
に
な
る
方
が
い
ま
し

た。とてもやさしい

人
で、

掃
除
の
仕
方
を
教
え
て
く

れました。

街
中
で
会
えばあいさつしたり、

話
し
か

けたりしてくれて、

僕
にとってはおじいちゃん

ようでした。そんな

人
も
三
月
の
公
園
掃
除
で
会
った

、

数
週
間
後
に
亡
くなってしまいまし

悲
し

く
残
念
です。

さて、

話
を
も
と
に
戻
します。

最
近
は
タ
バ
コ
や
ペ

ットボトル、アルコール

の
缶
の
ゴ
ミ
が
と
て
も
多
く

落
ちています。

非
常
識
な
大
人
が
と
て
も
多
く
て
こ
ま

って

います。

僕
は
そ
ん
な
大
人
に
な
り
た
く
な
い
と
思

いました。そして、

主
に
衛
生
部
がやっていますが、

中
に
は
地
域
の
人
も
参
加
してくれています。

次
に
資
源
回
収
です。

資
源
回
収
では、

段
ボール、

雑
誌、新聞紙、

ボロ（

古
い
衣
服
など）を

回
収
し
て

います。また、

新
聞
紙
の
出
し
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
家
庭

ご
と
によって、ちがいしっかりとひもでまとめて

く
れ
る
家
庭
もあれば、まとめないで

袋
に
入
れ
る
家

庭
もあります。そして、ひもでしっかりとまとめ

て
く
れ
な
い
家
庭
は、

資
源
回
収
業
者
に
渡
す
時
に
ば
ら

ばらになってしまいその

後、

ばらばらになったの

を
ま
と
め
る
の
が
と
て
も
大
変
です。そのため、しっ

か
り
と
新
聞
紙
や
雑
誌
は、まとめていただきたいと

思
いました。これからも、

資
源
回
収
には、

多
く
の
人
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
思
いました。また、しっか

ほ
し
い
で
す
。

次
は
ご
み
の
出
し
方
についてです。

最近、

ご
み
の

出
し
方
が
非
常
に
雑
だったり、ごみを

出
す
日
を
守
ら

な
い
人
が
と
て
も
多
くなっている
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ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
書
いていきます。

う
ち
の
地
域
は、

毎週火曜日、金曜日

が、

一
般
ご

み、

有
害
ご
み
収
集
日
で、

毎
週
水
曜
日
は
プラスチッ

ク
製
容
器
収
集
日
で、（

第一・三火曜日）

はびん、

飲

料
か
ん
収
集
日
で、（

第
二
・
四
火
曜
日
は
ペットボト

ル
・
繊
維
類
収
集
日
で（

第二・四水曜日）

は
紙
類
・

金
属
類
・
缶
詰
収
集
日
です。

このように、

地
域
ご
と
に
決
まっているのでしっ

か
り
守
ってごみを

出
しましょう。

また、

自
分
が
出
し
に
行
く
ゴミステーション

は
、

しっかりと

守
られているけれども、となりの

ゴ
ミ

ステーション

は
常
に
ご
み
が
あ
る
状
態
でまさに、ご

み
が
ご
み
を
呼
んでいるようです。

そ
う
す
る
と
ご
み
の
せ
い
で
街
がとてもきたなくなっ

てしまいます。
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
み
を
出
す
こ
と
が
守
ら
れ
れ
ば
街

は
き
れ
い
に
保
たれます。もし

間
違
ってごみを

出
し

てしまった

人
がいたら、

気
付
い
た
人
が
声
を
か
け
て

あげることでまた、き

保
たれます。こうし

た
取
り
組
み
が
普
通
に
行
わ
れ
る
街
に
な
る
と
い
い
と
思

います。
以上公園清掃

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
書
いてきました。これらに

共
通
することは、

特

定
の
人
だ
け
が
参
加
したり、

ルール

を
守
る
だ
け
で
は

街
全
体
がきれいになったり、

良
くなったりはしま

せん。やはり、

地
域
の
多
く
の
人
が
か
か
わ
る
こ
と
で

本
当
に
良
くなり、

住
み
や
す
い
街
に
な
る
の
で
は
な
い

のでしょうか

？
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Ｍ
Ｌ
Ｂ
全
国
大
会

辻
小
学
校

四
年

樋
地

春
來

ぼ
く
は
今
野
球
をがんばっています。

三
月
に
今
ま
で
の
チーム

を
や
め
四
月
に
リトルリーグ

に
入
団
しました。ぼくはこの

チーム

に
入
ってしば

ら
く
は
み
ん
な
に
体
力
が
お
い
つ
か
ず
熱
を
出
し
て
い
ま

した。でも

少
し
で
も
な
れ
よ
う
と
し
て
が
ん
ば
り
ま
し

た。

実
力
で
も
な
か
な
か
お
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
毎

日
わすれずすぶりをしたり、

少
し
体
調
が
悪
く
て
も

あ
き
ら
め
ず
練
習
に
行
きがんばりました。そしてだ

ん
だ
ん
み
ん
な
の
ペース

になれて、

試
合
に
も
少
し
ず

つ
出
場
できるようなりました。

そ
し
て
五
月
の
北
関
東
の
大
会
に
む
け
更
に
練
習
を
が

んばりました。

四
年
生
は
五
年
生
と
同
じ
カテゴリー

で
五
年
生
と
や
る
さ
い
後
の
大
会
でした。そして

見
ご

と
優
勝
し
全
国
大
会
へ
出
場
できるようになりまし

全
国
大
会
は
七
月
に
石
巻
です。そこはこの

カ
テ
ゴ
リ

ーのみんなが

目
指
し
て
い
る
と
て
も
大
き
な
大
会
です。

そ
し
て
当
日
朝
早
く
バ
ス
で
出
発
しました。ぼ

バ

ス
の
中
からきんちょうしていました。

五
時
間
か
け

て
と
う
着
し、そこはとてもきれいな

大
き
な
球
場
で

した。この

球
場
でできるうれしさや、

大
き
な
球
場

にわくわくしました。 一
回
戦
に
ベ
ン
チ
でしたが、たくさん

声
を
出
し
て
ベ

ン
チ
で
の
仕
事
をがんばりました。

そ
し
て
勝
利
し、

二
回
戦
は
八
番
レ
フ
ト
で
出
場
し
ツーベースヒット、

シングルヒット

を
打
つことができました。その

時

打
席
で
は
打
ってやる

と
い
う
強
い
気
持
ちだったので

打
て
た
の
だ
と
思
っています。

チーム

は
勝
利
し
準
決

勝
に
進
出
しました。そして

準
決
勝
も
八
番
レ
フ
ト
で

使
ってもらいました。しかし

相
手
も
準
決
勝
ま
で
来

る
チーム

な
の
で
負
け
て
し
ま
い
三
位
と
い
う
結
果
に
終

わりました。ぼくはすごくすごく、く なしかったです。でもかんとくがみ し
て
く
れ
て
す
こ
し
気
が
楽
になりました。そしてぼ

く
は
こ
の
く
や
し
さ
を
む
ね
に
四
年
生
と
し
て
新
た
に
三

年
生
を
引
っぱって

五
年
生
のようになっていきたい

です。
そ
し
て
新
チーム

の
活
動
がはじまりました。

は
三
年
生
を
引
っぱ

り
な
が
ら
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
見
つ
け
た
課
題

の
走塁、守備

を
中
心
に
練
習
をし、

今
も
自
主
練
習
で
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は
す
ぶ
り
を
忘
れ
ず
シャドウピッチング

を
取
り
い
れ

たりしてがんばっています

。
一
年
後
の
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は

五
年
生
の
レ
ベ
ル
を
こ
え
野
球
をもっと

知
ってもっと

成
長
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
出
場
したいです。

あ
と
ぼ
く
は
身
長
もたくさんのばし、

体
も
大
き
く
し

た
い
の
で
食
事
をしっかりとれるようにしていきた

いです。
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今
がんばっていること

安
行
小
学
校

四
年

髙
木

陸
乃
斗

ぼ
く
が
今、一番

がんばっていることは

ゲーム

の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
です。

大
学
生
の
お
兄
ちゃんが

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
をしていてすごいなぁと

思
って、ぼく

に
も
で
き
な
い
か
な
と
思
ったのがきっかけです。

ま
ず
ど
ん
な
ゲーム

を
作
ろうかまよったけれど、

色
ん
な
人
が
作
った

ゲーム

を
さ
ん
考
にして、たくさ

ん
の
種
類
を
組
み
合
わ
せ
た
ゲーム

を
作
る
こ
と
に
決
め

ました。でも

何
の
機
能
を
つ
け
る
か
、
ど
う
し
た
ら
色

ん
な
人
と
遊
べるか、

コミュニケーション

を
ど
う
や

ったらとれるかを

考
えるのがむずかしかったです。

工
夫
したことは、

プ
レ
イ
す
る
人
達
が
自
分
の
体
力

が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
分
かるようにしたり、

通
常

よ
り
戦
い
や
す
く
す
る
二
段
ジャンプ

を
加
え
た
り
と、

プ
レ
イ
す
る
人
にとって、うれしい

機
能
を
作
った

事

です。

ファーストステージ

の
全
体
マップ

は
さ
い
初

の
一
日
で
作
れました。

セ
カ
ン
ド
ステージ

以
こ
う
も

デ
ザ
イ
ン
や
ぶ
器、

て
き
の
体
力
を
変
えながら、

楽
し

い
ステージ

を
作
りたいとがんばっています。

分

か

ら
な

い

こ

と

や

む

ず
か

し

い

こ

と

は

お
兄

ちゃ

ん
に
聞
いたり、

インターネット

で
調
べたりして、

か
い
け
つ
し
な
が
ら
ゲーム

を
作
りました。

パ
ソ
コ
ン

二
台
で
お
兄
ちゃんと

共
同
作
業
をしているので、

自

分
にはむずかしすぎてできないところは、お

兄
ち

ゃんにまかせて、ぼくは

ほ
か
の
機
能
を
付
け
る
な
ど

し
て
作
りました。

作
り
な
が
ら
分
かったことは、

ゲーム

に
は
い
ろ
い

ろ
な
機
能
があり、

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
た
く
さ
ん
の
コー

ド
があることです。

アクションボタン

を
画
面
に
設

定
す
る
な
ど
の
コード

入
力
が
楽
し
く
て
や
り
続
け
る
ほ

ど
面
白
い
な
と
思
いました。

こ

の

ゲーム

は

ぶ

器

を

探
し

て

ゲーム

内

に
い

る

人

た
ち
と
戦
う
ゲーム

で、き

本
的
に
は
ソード（

けん）

ガン（

けんじゅう）で

戦
う
の
で
タ
イ
ト
ル
は
ソード

ガ
ン
バ
ト
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
にしました。

自
分
で
点
数
を

つ
け
る
と
し
た
ら
ま
だ
開
発
中
で
完
成
度
も
低
い
か
ら
六

十
五
点
ぐ
ら
い
だ
と
思
います。

次
に
作
る
と
し
た
ら
こ

の
ゲーム

をもっと

進
化
させて、いろんな

人
が
プ
レ

イ
して、

楽
し
く
て
面
白
いと、

思
ってくれるものが

作
れ
た
ら
い
い
と
思
います。
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お
兄
ちゃんが「

世
の
中
に
出
回
っている

ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
い
有
名
な
ゲーム

は、ふ

通
だ
と
ふ
く
数
人
で
分

担
し
て
作
っている。

一
人
や
二
人
で
マ
ネ
し
て
作
る
の

は
む
ず
か
し
い
か
ら
もっとかん

単
な
ゲーム

に
し
よ
う

よ」と

言
っていて、

自
分
も
た
し
か
に
そ
う
だ
と
思
い

ました。でも、

頭
の
中
に
ア
イ
デ
ア
が
ま
だ
ま
だ
う
か

んでいるので、お

兄
ちゃんとあきらめずにこ

れ
か

らもがんばっていきたいと

思
います。

今
までは、お

兄
ちゃんが

学
校
や
バ
イ
ト
で
い
そ
が

しかったから、あまり

話
せなかったけど、

プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
をきっかけに

夏
休
み
中
に
た
く
さ
ん
話
す
こ

とができてうれしかったです。

最
高
の
夏
休
み
を
す

ごせました。
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「
五
年
生
に
入
っての

委
員
会
活
動
」

青
木
中
央
小
学
校

五
年

鈴
木

杏
璃

五
時
間
目
の
終
わ
り
の
チャイム

が
鳴
りました。

今

日
は
ク
ラ
ス
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
委
員
会
活
動
の
日

です。

今
ま
で
わ
た
し
は
四
年
生
で
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を

楽
しんでいました。ですが

五
年
生
に
入
って

自
分
だ

け
が
で
は
な
く
み
ん
な
の
た
め
に
委
員
会
を
す
る
と
い
う

人
の
た
め
に
な
る
事
を
五
年
生
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

わ

た

し
は

も

と

も

と

一

年
生

の

こ

ろ

か

ら

動
物

が

大

好
き
な
の
で
飼
育
委
員
会
に
入
りました。

飼
育
委
員
会
の
主
な
仕
事
は、うさぎ

小
屋
の
そ
う
じ

や
え
さ
や
り
か
め
の
水
そうそうじ、こいと

金
魚
の
え

さやりです。

生
き
物
がいっぱいで

楽
しく、やりが

い
に
あ
ふ
れ
た
仕
事
です。

毎
週
飼
育
員
会
の
友
達
と「

〇

〇
さ
ん
は
今
日
は
水
をやってわたしはそう

よ」など

役
わ
り
分
担
をして、

協
力
し
て
仕
事
を
し
て

います。

飼

育

委
員

会

をやっていく

と

自

分

の

で

き
な

い

と

こ
ろ
が
見
つかりました。うさき

小
屋
の
か
ぎ
を
し
め

る
や
り
方
が
あ
ま
り
よ
く
分
かりませんでした。いつ

も
は
飼
育
委
員
会
の
友
達
が
か
ぎ
を
し
め
て
く
れ
る
の
で

す
が
そ
の
日
はちがいました。その

日
は
夏
休
み
の
中、

み
ん
な
で
集
まって

委
員
会
を
や
る
の
で
す
が
も
う
一
人

の
子
が
用
事
で
わ
た
し
一
人
で
委
員
会
を
や
る
こ
と
に
な

りました。その

日
は
先
生
が
一
人
い
た
の
で
か
ぎ
を
し

めてもらいましたが、もしも

先
生
がいなかったら

ど
う
し
よ
う
と
思
いました。

そ
の
時
に、「こんなんで

人
の
役
に
立
っているの

かな」と

不
安
に
も
思
いました。わたしは

飼
育
委
会

で
た
だ
楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
る
だ
け
で
人
の
た
め
に
と

思
って

活
動
し
て
い
な
い
と
思
い
友
達
に
か
ぎ
の
し
め
方

を
教
わ
り
上
手
にしめれるようになりました。

そ

し

て
時

どきこれであってるよねなど

不

安

に

な
る
気
持
ちもありますが、

朝
に
活
動
を
し
て
い
る
時

に
会
う
校
長
先
生
や
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
毎回「

お
は

ようございます。

朝
も
い
そ
が
し
い
の
に
い
つ
も
が
ん

ばっててえらいね。」と

言
わ
れ
毎
回
や
る
ご
と
に
今
日

も
が
ん
ば
る
ぞ
と
い
う
や
る
気
がいつもでてきます

最
近
は、

先
生
に
い
わ
れ
て
や
る
だ
け
で
は
なく「

今

かめはおなか

、
「
今
う
さ
ぎ
の
み
ら
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いちゃんの

小
屋
がきたないな」など、ど

う
し
た
ら

動
物
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
の
か
と
進
ん
で
行
動

をできるようになってきました。

生
き
物
が
相
手
なので、やるたびに

気
が
つ
く
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
先
生
や

友
達
に
き
い
て
自
分
か
ら
見
つ
け
進
ん
で
行
動
を
し
て
も

っともっと

自
か
ら
自
分
を
成
長
させていきたいです。
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将
来
の
た
め
に
今、

し
て
い
る
こ
と

西
中
学
校

二
年

佐
藤

百

皆
さ
ん
は
将
来
の
夢
は
あ
り
ま
す
か
？
私
に
は
あ
り
ま

す。

私
の
将
来
の
夢
は、

消
防
士
です。

な
ぜ
か
と
い
う

と、

去
年
の
職
業
体
験
で
消
防
署
に
行
って、そう

思
う

ようになりました。でも、

職
業
体
験
に
行
く
前
は、

嫌
だなとか、

行
き
た
く
な
い
な
と
思
っていました。

三
日
間
職
業
体
験
に
行
って、

後
か
ら
思
ったのは、

行

く
前
に
も
う
少
し
勉
強
すればよかったなとか、かっ

こよかったなと

思
いました。その

時
から、

自
分
に

今
で
き
る
こ
と
を
考
えました。

まず、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
えて、

今年、町会

の
防
災
訓
練
に
行
きました。そこで、

消
火
器
の
使
い

方
や、

煙
の
中
で
の
移
動
の
仕
方
や、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
教
えてもらいました。その

中
で、

消
防
士
さ
ん
が

災
害
時
に、

重
い
も
の
に
挟
ま
れ
た
時
の
持
ち
上
げ
方
を、

実
際
にやってくれました。

原
理
で
持
ち
上
げ

ていて、かっこいい

思
いました。

防
災
訓
練
に、

去
年
職
業
体
験
で
お
世
話
になった

消
防
署
の
消
防
士
さ

ん
が
町
会
の
防
災
訓
練
に
来
てくれました

時
に

職
業
体
験
の
時
にやった

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
で
き
る
よ

うになったところを

見
せ
ら
れ
て
良
かったです。

防

災
訓
練
が
終
わった

後
に
話
せ
る
時
間
があって、

「職業体験

の
時
よ
り
成
長
したね！」

と
言
われて、とても

嬉
しかったです。これからも

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
き
た
い
な
と
思
いました。

次

に
自
分
に
で
き
こ
と
を
考
え
た
時
に、

救
命
講
習
を
受
け

ることにしました。

救
命
講
習
では、

応
急
手
当
の
重

要
性
や、

心肺蘇生法、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
学
ぶ
講
習

です。そして、

夏
休
み
に
講
習
に
行
って、

実
際
に
人

形
を
使
って、

心
肺
蘇
生
法
を
学
びました。

胸
の
真
ん

中
に
両
手
を
組
ん
で
手
の
ひ
ら
の
付
け
根
部
分
を
置
いて、

倒
れ
て
い
る
人
に
対
して、

垂
直
に
な
る
よ
う
に
圧
迫
す

る
と
教
えてもらいました。

一
分
間
に
百～百

二
十
の

スピード

で
押
す
と
い
う
こ
と
も
教
えてもらいました。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
動
画
を
見
て、やったので、

ス
ム

ーズ

にできました。

救
命
講
習
に
行
って、

知
れ
た
こ

とで、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
は
大
人
用
と
子
供
用
があり、

子
供
に

は、

大
人
用
を
使
ってはいけないことを

教
え
て
も
ら

い
ま
し
た。

反
対
に
大
人
に
子
供
用
を
使
っても

、
効
果

は
な
い
と
い
う
こ
と
も
教
えてもらいまし

私
は、

子
供
用
と
大
人
用
が
あ
る
と
い
う
の
は
知
らなくて、

救
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命
講
習
に
行
ったことで

知
れたので、よかったなと

思
いました。ほかにも

食
べ
物
が
詰
まった

時
の
腹
部

突
き
上
げ
法
や
背
部
叩
打
法
も
教
えてもらいました。

最
後
に
普
通
救
命
講
習
修
了
証
と、

認
定
証
をもらって、

す
ご
く
貴
重
な
講
習
だったなと

思
いました。ほかに

も
上
級
救
命
講
習
や、

小
児
救
命
講
習
があるので、ま

た
参
加
し
た
い
な
と
思
いました。

消
防
士
に
な
る
た
め

に
消
防
の
歴
史
を
知
ったり、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
あ
る
場
所
を
調

べたり、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
やっていま

す。

今
は、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
け
れ

ど、

今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
思
いました。

去年、職業体験

で
消
防
署
に
行
って、

実
際
に
お
仕

事
や
訓
練
を
体
験
させてもらって、すごくやりがい

を
感
じ
る
仕
事
だ
な
と
思
いました。そして、

今
年
防

災
訓
練
の
時
に、

挟
まっている

人
を
助
け
る
と
い
う
訓

練
を
実
際
に
見
て、かっこいいなと

思
いました。

私

も、あんな

風
に
人
を
助
けられるかっ

こ
い
い
人
に
な

り
た
い
な
と
思
いました。そのために

今、防災訓練

に
行
ったり、

救
命
講
習
を
受
けたり、

勉
強
し
た
り
す

ることを、

一
生
懸
命
して、

一
歩
で
も
将
来
の
夢
に
近

づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
な
と
思
いました。
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ま
だ
十
四
歳

南
中
学
校

二
年

栗
矢

樹
奈

私
は
夢
を
見
つけて、

本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
す
る
の
が
夢
です。

小
学
校
低
学
年
や
中
学
年
の
こ
ろ
私
は
た
く
さ
ん
の
夢

をもっていました。

例
え
ば
バレリーナ

や
モ
デ
ル
な

ど、

今
考
え
る
と
私
に
は
と
て
も
難
し
い
だ
ろ
う
な
と
感

じるものばかり。

年
齢
が
上
がってくるにつれ

私
は

夢
を
失
っていきました。

中
学
受
験
で
は
失
敗
して、もっと

勉
強
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強
まりました。そして

夢

と
い
う
も
の
が
自
分
の
中
で
私
に
は
で
き
な
い
も
の
だ
と

考
えていました。きらきらとした

夢
を
描
い
て
そ
れ

に
向
かって

走
っていくことより、ひたすらに

勉
強

し
て
安
定
し
た
生
活
を
送
っていくことのほうが

私
に

はあっていると

思
っていたからです。また

ら
と
し
た
夢
に
人
生
を
か
け
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
と
て

も
怖
かったです。

そ
ん
な
私
は
中
一
の
前半、正社員

に
な
り
た
い
と
言

っていました

中
一
の
冬
休
み、

私
は
同
じ
保
育
園
の
人
の
集
ま
り
に

行
きました。

友
達
と、ある

人
の
お
父
さ
ん
と
話
し
て

い
た
時、夢

の
話
になってしま

い
ました。その

友
達

は
水
族
館
の
スタッフ

になって

イ
ル
カ
の
お
世
話
を
し

た
い
と
語
っていました。こんなに

す
て
き
な
夢
を
話

し
た
後
に
私
が
話
す
の
か
と
、
と
て
も
後
ろ
め
た
い
気
持

ちになりました。

私
が
し
ぶ
し
ぶ
正
社
員
になる、と

いうと、

夢
な
い
の
？
と
聞
かれました。

私
に
は
き
ら

き
ら
と
し
た
夢
は
叶
え
られないというと、

「夢

はもったほうが

い
いよ。

抽
象
的
で
も
い
い
か
ら

さ。まだ

十
三
歳
だよ？なんだってできるじゃん！」

と
言
われました。

私
は
そ
の
と
き
夢
か
ら
逃
げ
る
こ
と

で、

何
か
を
頑
張
る
こ
と
か
ら
目
を
そ
ら
し
て
い
た
の
だ

と
気
づきました。

そ
れ
か
ら
私
は
世
の
中
に
あ
る
仕
事
を
た
く
さ
ん
調
べ

ました。

そ
こ
で
世
の
中
の
仕
事
の
多
さ
に
驚
きました。

例
えば、

ダンサー

。
ダンサー

は
一
番
お
客
さ
ん
の
目

に
見
え
る
と
こ
ろ
で
舞
台
を
作
り
上
げ、

笑
顔
を
届
け
て

います。しかしその

舞
台
が
で
き
る
ま
で
に
舞
台
監
督

の
人、小道具

を
作
る
人、音響

の
人
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
が
力
を
合
わせています。

仕
事
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
で
普
段
見
え
て
い
な
い
と
こ
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
働
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き、

頑
張
っているのだと

知
りました。

私
は
仕
事
を
調
べていくうちに、

人
の
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
頑
張
っている

人
に
と
て
も
憧
れ
を
抱
き、かっ

こ
い
い
と
思
いました。そして、

「見

え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
で
も
人
を
笑
顔
に
で
き
る
人
に

なりたい」と、

考
えるようになりました。

私
の
学
校
で
は
中
学
二
年
生
に
な
る
と
水
上
に
行
き、

キャンドルファイヤー

で
自
分
の
将
来
の
夢
や
理
想
像

を
語
ります。そこ

で
私
は「

見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
で

も
人
を
笑
顔
に
で
き
る
人
になりたい」と

言
いました。

学
校
の
先
生
に
は
あ
な
た
ら
し
く
て
い
い
夢
だ
と
思
うよ、

ま
だ
中
学
二
年
生
な
ん
だ
か
ら
夢
はゆっくり

決
め
な
よ

と
言
われ、

自
分
の
と
て
も
抽
象
的
な
夢
で
も
先
生
に
肯

定
してもらったことで

自
信
がつきました。その

先

生
か
ら
教
師
になったのは

人
が
変
わ
る
瞬
間
が
見
た
い

か
ら
だ
と
教
えてもらいました。その

先
生
は
少
し
厳

し
い
け
ど
こ
の
話
を
聞
いて、

確
か
に
先
生
の
お
か
げ
で

た
く
さ
ん
の
人
が
変
わったし

、たくさんの

人
が
色
々

な
こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
思
いました。

私
も
そ
の
中
の

一
人
です。このとき

先
生
と
話
せてよかったと

心
か

ら
思
いました。

私
は
十
四
歳
で
ま
だ
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
し
何
も
わ
か

りません。

何
が
起
きるかもわかりません。しかし

誰
だってどんな

夢
を
描
いたっていいのです。

今
は

夢
に
向
かって

必
死
に
走
っている

人
はとてもかっこ

い
い
と
思
います。

私
も
夢
を
見
つけて、

本
当
に
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
し
て
誰
か
を
笑
顔
に
し
た
り
、
誰
か

を
変
え
た
り
で
き
る
く
ら
い
意
味
の
あ
る
事
を
し
た
い
で

す。そのためにたくさんのことを

学
ん
で
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
体
験
し
て
い
つ
か
な
り
た
い
も
の
が
決
まった

時
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
います。
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受
験
生
の
私
が
頑
張
っていること

青
木
中
学
校

三
年

八
木
沢

優
里

私
は
今、

お
よ
そ
半
年
後
に
控
え
て
い
る
高
校
入
試
に

向
けて、

受
験
勉
強
を
日
々
頑
張
っています。

私
は
正

直、勉強

が
あ
ま
り
好
きではないし、

中
学
一
年
生
の

五
月
頃
か
ら
三
年
生
の
六
月
頃
ま
で
の
お
よ
そ
二
年
間
は、

毎
日
部
活
が
忙
しく、

勉
強
と
部
活
の
両
立
が
で
き
て
い

ませんでした。
そ
ん
な
私
に
も
い
よ
い
よ
毎
日
勉
強
と
向
き
合
う
日
々

が
始
まりました。しかし、

部
活
を
引
退
し
て
か
ら
の

二
週
間
は
受
験
生
の
自
覚
が
持
てず、

ダ
ラ
ダ
ラ
と
勉
強

か
ら
逃
げ
て
過
ごしてしまっていました。ですが、

次
第
に
受
験
生
の
自
覚
と
勉
強
を
全
く
し
て
い
な
い
自
分

へ
の
焦
り
が
芽
生
え、

今
は
毎
日
勉
強
と
向
き
合
え
て
い

ます。
あ
る
日、私

は
模
擬
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

した。

模
擬
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と
は
初
め
て
で
は
な
か

ったのですが、やは

テ
ス
ト
特
有
の
雰
囲
気
に
は
緊

張
しました。いざ

テ
ス
ト
が
始
まったときのこ

す。

問
題
を
解
い
て
い
く
う
ち
に
答
え
が
分
か
ら
な
い
問

題
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
当
然
ですが、その

分
か
ら
な
い

問
題
が
ど
の
教
科
もたくさんありました。

テ
ス
ト
中、

自
信
を
持
って

解
け
る
問
題
の
方
が
少
なかったので、

私
は、「どうしよう。

絶
対
に
解
け
る
は
ず
の
問
題
が
全

然
解
けない。」と

焦
る
気
持
ちでいっぱいになりまし

た。

名
称
をしっかりと

暗
記
し
て
い
れ
ば
正
し
く
解
答

で
き
た
問題、何度

も
繰
り
返
し
書
い
て
対
策
し
て
い
れ

ば
正
し
く
解
答
で
き
た
問
題
と
た
く
さ
ん
ぶ
つ
か
り
ま
し

た。

結局、

ど
の
教
科
も
空
欄
と、

当
てずっぽうで

書

い
た
答
え
が
目
立
つ
解
答
用
紙
を
提
出
して、その

日
の

模
擬
テ
ス
ト
は
終
わりました。

模
擬
テ
ス
ト
が
終
わっ

て
帰
ってきた

後、私

は「もっと

テ
ス
ト
対
策
を
し
て

お
け
ば
良
かった。」と

思
いました。なぜなら、

学
校

の
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
人
で
同
じ
く
模
擬
テ
ス
ト
を
受
け

て
い
た
人
は、

模
擬
テ
ス
ト
の
一
週
間
前
く
ら
い
か
ら
ス

キ
マ
時
間
に
勉
強
をしていたからです。

そ
の
人
に
比

べ
て
私
は、

受
験
生
の
自
覚
が
な
か
な
か
持
て
ず
に
二
週

間、勉強

か
ら
逃
げ
て
い
た
の
で
後
悔
しました。

後
悔

と
同
時
に
勉
強
していたか、していな

ん
な
に
も
差
が
開
く
こ
と
を
身
を
持
って

感
じ、

改
め
て

入
試
の
重
み
と
受
験
勉
強
の
大
切
さ
を
知
る
事
が
出
来
ま

した。
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模
擬
テ
ス
ト
の
お
よ
そ
二週間後、模擬

テ
ス
ト
結
果

が
返
されました。

結
果
に
は
今
回
の
テ
ス
ト
の
自
分
の

点数、偏差値、志望校

に
行
け
そ
う
か
ど
う
か
が
載
っ

ています。

私
は
不
安
と
絶
望
に
押
し
潰
さ
れ
そ
う
に
な

り
な
が
ら
結
果
を
見
ました。

想
定
内
でしたが、

結
果

はよくなかったですし、

志
望
校
が
少
し
遠
い
存
在
に

なってしましました。
模
擬
テ
ス
ト
の
結
果
は
悪
かったけれど、

悪
かった

からこそ「

次
の
テ
ス
ト
は
自
分
が
満
足
い
く
良
い
結
果

に
す
る
ぞ。」と

気
合
を
入
れ
直
すことができました。

こ
の
よ
う
な
失
敗
を
通
して、ようやく

今
ま
で
の
部

活
モード

か
ら
切
り
変
え
て
受
験
モード

になれました。

受
験
勉
強
を
本
格
的
に
始
め
た
模
擬
テ
ス
ト
の
直
後
の
頃

は、

集
中
力
が
続
か
ず
に
す
ぐ
スマートフォン

を
見
た

り、

休
憩
したりしていました。それでも、

一
歩
一

歩
前
向
き
に
日
々
頑
張
っていくうちに、

少
し
ず
つ
勉

強
に
集
中
す
る
時
間
も
長
くなっていき、また、

課
題

を
や
り
終
え
た
時
の
達
成
感
も
味
わ
う
事
が
で
き
て
い
ま

す。
私
は
今、勉強、部活、友

と
の
時
間
が
充
実
し
て

い
る
高
校
生
活
を
送
るために、そし

志
望
校
に
合
格

す
る
た
め
に
残
り
の
お
よ
そ
半
年
も
受
験
勉
強
に
頑
張
っ

て
向
き
合
っていこうと

思
います。
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成
長
す
る
た
め
に
頑
張
っていること

青
木
中
学
校

三
年

佐
藤

妃
花
哩

私
が、

将
来
大
人
になって

一
番
大
切
な
事
は、

人
間

関
係
が
上
手
い
事
だ
と
思
っています。ですが、

私
は、

人
と
関
わ
る
の
が
苦
手
で、

人
の
前
に
立
って

何
か
を
す

る
こ
と
も
苦
手
なので、

克
服
し
た
い
と
思
っています。

私
は、

前
期
学
級
委
員
になりました。

昨
年
か
ら
学

級
委
員
をやってみたかったのですが、

人
と
関
わ
る

の
が
苦
手
と
い
う
こ
と
もあり、

今
ま
で
手
を
上
げ
ま
せ

んでした。ですが、

三
年
生
になって

先
生
に「やっ

てみない」と

声
をかけられやってみることにしま

した。

私
は、

学
級
委
員
も
ほ
か
の
委
員
会
も
変
わ
ら
な

い
と
思
っていたのですが、

責
任
感
も、

周
り
か
ら
の

見
ら
れ
方
も、

全
然
違
う
事
がわかりました。

ク
ラ
ス

で
何
かあった

時
や、

ク
ラ
ス
で
何
か
す
る
時
も、

全
部

学
級
委
員
が
前
に
出
てやるので、

人
前
に
出
て
何
か
す

る
と
い
う
こ
と
が
少
しずつなれてきて、

克
服
す
る
事

ができました。けれ

周
り
か
ら
の
見
ら
れ
方
が
変

わったことに

対
して、すごく

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
し

まい、

今
ま
で
以
上
に
人
と
関
わ
る
の
が
嫌
になってし

ま
いました。ですが、

私
を
否
定
す
る
人
も
い
る
け
れ

ど、

私
の
長
所
を
見
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
に

気
づき、すごく

自
己
否
定
だったのですが、

少
し
前

を
向
くことができました。そこから、

ク
ラ
ス
の
人

に
声
をかけたりして、

人
と
関
わ
る
事
が
怖
かったの

が、

楽
し
い
と
思
えるようになれました。

楽
し
い
と

思
えるようになったのは、

人
と
関
わ
る
中
で
相
手
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思
います。

相
手

を
知
れたことで、

自
分
の
思
い
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま

した。これは

学
級
委
員
と
し
て
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多

くなったことによ

り
気
づけたことです。

今
回
の
経
験
から、

人
間
関
係
を
上
手
く
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
知
り、そのためには、

多
く
の
人
と
関
わ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じだので、

こ
れ
か
ら
は
ク
ラ
ス
以

外
の
人
と
も
積
極
的
に
話
し、

色
々
な
人
と
コミュニケ

ーション

をとっていきたいと

思
います。また、

何

かをすることは、その

分、人

と
の
関
わ
り
が
増
え
る

と
思
うので、

学
級
委
員
は
先
生
に
声
を
か
け
て
も
ら
い

始
めましたが、これから

自
分
か
ら
何
か
に
挑
戦

し
て
み
た
い
と
思
いました。しかし、

元
々
苦
手
部
分

で
あ
る
人
と
の
関
わ
り
が
増
え
る
の
は
ス
ト
レ
ス
も
増
え

て
し
ま
う
の
か
と
不
安
になります。

私
は
よ
い
意
味
で
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も
悪
い
意
味
でも、

自
分
に
た
い
す
る
思
い
を
真
っすぐ

に
受
けてしまいます。

相
手
が
軽
い
気
持
ち
で
発
言
し

たことを、

重

く

受

け

と

め

て

悩

ん

で

し

ま

う

こ

と

も

多
々
あります。これは、

人
の
意
見
を
聞
き、

取
り
入

れ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
長
所
だ
と
思
ってい

ますが、

重
く
受
けとめすぎて、

ネガティブ

な
考
え

になるのは、

短
所
だ
と
感
じています。なので、

私

は
重
く
受
けとめすぎてしまうことをやめたいです。

私
は
将
来
の
夢
が
ま
だ
決
まっていません。ですが、

ど
ん
な
夢
で
も
人
間
関
係
は
必
要
に
な
る
と
思
います。

人
と
関
わ
る
方
法
は、

急
に
上
手
に
な
る
こ
と
は
な
い
の

で、

将来、何

に
な
り
た
い
か
決
まった

時
に、

自
分
が

こ
ま
ら
な
い
よ
う
に
今
の
内
か
ら
苦
手
を
克
服
し、

少
し

ず
つ
で
も
成
長
していきたいです。
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素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
に

青
木
中
学
校

二
年

鬼
本

そ
ら

私
が
今、将来

の
た
め
に
頑
張
っていることは

五
つ

あります。

一
つ
目
は、

常
に
笑
顔
でいることです。

昔
は
友
達
や
家
族
に「

最
近
笑
っている

顔
が
見
えない」

だとか「

悩
み
事
でもあるの？」と

言
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
多
くありました。ですが、ここ

最
近
は
友
達
に

「いつも

笑
っているね」「いつも

楽
しそうだね」と

言
わ
れ
る
事
が
多
くなってきたと

思
いました。でも、

私
が
最近、笑顔

が
増
えてきているのは、

私
の
周
り

に
い
る
友
達
や
家
族
が
私
を
楽
しませてくれたり、

褒

めてくれたりだとか、

周
り
の
環
境
も
変
わったから

だ
と
思
います。

私
が
笑
っていると

一
緒
に
い
る
友
達

も
笑
顔
になっていて、

自
分
もうれしくなります。

やっぱり

人生、笑

っている

方
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と

が
分
かりました。

今、私

は
友
達
に
笑
顔
に
し
て
も
ら

っていることが

多
いのでこれからは、

自
分
が
落
ち

込
ん
で
い
る
人
と
か
を
笑
顔
に
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
い

い
な
と
思
いました。

二
つ
目
は「ありがとう

言

え
る
人
になるために

何
かをしてもら

事
に
対

して「ありがとう」を

言
っています。やっぱり

感

謝
す
る
こ
と
は
大
事
な
事
だし、

礼
儀
の
一
つ
で
も
あ
る

ので、

素
直
を
口
に
出
す
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ました。

感
謝
さ
れ
る
側
も、うれしい

気
持
ち
に
な
る

し、「ありがとう」という

一
言
で
お
互
い、うれしい

し、

良
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
何
かしてもらった

時
に

は「ありがとう」と

言
っていきたいし、

逆
に「あ

りがとう」と

言
ってもらえるような

事
も
し
て
い
き

たいです。

三
つ
目
は、

ポジティブ

思
考
です。

私
は

結
構
ネガティブ

になってしまうことが

多
くて、

ネ

ガティブ

の
方
向
にもっていっても

何
も
良
い
事
は
な

く
ネガティブ

になるにつれて、

自
分
がもっと

辛
く

なってしまうことを

学
び、

家
族
に
も
ポジティブ

に

生
き
た
ほ
う
が
人
生
幸
せ
と
言
わ
れ
た
時
か
ら
私
は、

何

事
に
も
ポジティブ

に
考
え
よ
う
と
思
えるようになっ

てきて、

悩
み
事
もなくなったりして

ポジティブ

思

考
になるだけで、

毎
日
が
楽
し
ん
で
生
活
で
き
る
よ
う

になりました。

例
えば、

部
活
で
怒
られてしまった

時
には「いい

ア
ド
バ
イ
ス
をもらったな」と

考
え
る

事
を
変
え
る
だ
け
で
部
活
も
楽
しくなってきたので

ポ

ジティブ

思
考
ってすごいなと

思
いました。

何
か
あ

った

時
に
は
一
人
で
た
め
込
まず、

ネガティブ

に
な
る
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の
で
は
な
く
ポジティブ

に
い
き
た
い
と
思
いました。

四
つ
目
は、

自
分
が
言
った

言
葉
に
責
任
を
も
つ
こ
と
で

す。

私
は
結
構
おしゃべりで、たまに

相
手
を
傷
つ
け

てしまうことがあります。そこから、

余
計
な
一
言

で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
と
い
う
事
を
学
んで、

自
分

が
言
った

言
葉
に
は
責
任
をもつようになりました。

もしかしたら、その

一
言
で
自
分
の
周
り
か
ら
友
達
が

居
なくなってしまったりすることもあるかもしれ

ないので、

今
後
は
自
分
の
言
葉
に
責
任
をもって

生
活

す
る
こ
と
を
頑
張
っていきたいです。

最
後
の
五
つ
目

は、

周
り
に
流
さ
れ
ず
自
分
をもち、

自
分
を
大
切
に
す

る
事
です。

私
は
た
ま
に
周
り
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

があります。

自
分
の
意
見
をしっかりと

言
え
な
く
周

りについていってしまうことがありま 自
分
の
や
り
た
く
な
い
事
は
無
理
せ
ず
に
自
分
の
感
情
に

嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
が
良
い
と
思
います。

自
分
の
や
り

た
く
な
い
事
に
は
無
理
す
る
必
要
はなく、

自
分
の
好
き

な
事
を
や
る
事
が
い
い
と
思
いました。

また、

他
人
と

自
分
を
比
べ
な
い
事
が
大
事
だ
と
思
いました。

周
り
の

目
や
評
価
を
気
にしてしまうと、こ

自
分
の
欠

点
が
見
つかってしまうの

嫌
な
気
持
ちになって

しまうかもし

他
人
で
は
な
く
過
去
の
自

分
と
比
べ
る
こ
と
に
意
識
しています。やっぱり

周
り

に
大
切
な
人
が
居
た
と
し
て
も
自
分
が
一
番
大
切
だ
と
思

います。

人生、楽

し
い
事
だけじゃないと

思
います。

そ
の
中
に
は
辛
い
事
も
あ
る
と
思
います。そんな

時
に

は、

一
人
で
抱
え
込
むのではなくて、

周
り
の
人
に
相

談
したりして、

自
分
を
守
る
事
が
大
切
だ
と
思
います。

な
の
で
私
は、

困
まったりした

時
に
は
友
達
に
相
談
に

乗
ってもらい、なるべく

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
生
活

しています。
あくまでも、

自
分
の
意
見
ですが、「

完璧」

な
人
間

は
居
な
い
と
思
います。

私
は、

将来「完璧」

な
人
間
にはなれなくても、

人
を
助
けたり、

自
分
を
守
ったりして、

素
敵
な
女
性

になりたいです。
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将
来
の
た
め
に
頑
張
っていること

青
木
中
学
校

三
年

亀
田

ひ
な

私
が
将
来
の
た
め
に
今、頑張

っていることは

夢
に

向
け
て
必
要
な
こ
と
を
意
識
し
て
過
ごすことです。

私
の
夢
は
看
護
師
です。

小
学
生
の
と
き
に
こ
の
職
業

に
つ
い
て
調
べると、

知
識
だけではなく、それより

も
大
き
く
分
け
る
と
コミュニケーション

力、思

い
や

り、

積
極
性
の
三
つ
が
大
切
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

りました。

私
は
夢
に
少
し
で
も
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

こ
れ
ら
の
こ
と
を
今、頑張

っています。まず

一
つ
目

は、

家
族
の
団
ら
ん
を
楽
しんだり、

友
達
と
の
直
接
の

会
話
を
増
やすことです。これは

コミュニケーショ

ン
力
を
育
むためです。

最近、

スマートフォン

な
ど

の
情
報
化
が
進
み、

ティックトック

や
ユーチューブ

を
見
てしまったり、

ラ
イ
ン
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の

会
話
が
増
えてしまったりしてい

て、

人
と
の
関
わ
り

が
少
なくなっています。こ

身

近
な
家族、

そ
れ
か
ら
友
達
と
の
会
話
を
増
やし、

楽
し

む
こ
と
が
大
切
だ
と
考
えます。

二
つ
目
は、

姉
弟
の
面

倒
を
見
ることです。

私
に
は
今
、
小
学
五
年
生
の
妹
と

五
才
の
弟
がいます。この

二
人
はよく、

私
を
頼
って

きます。

例
えば、

妹
は
宿
題
を
教
え
て
ほ
し
い
や
弟
は

こ
の
蓋
を
開
けてほしいといったものです。たまに、

私
に
は
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
と
思
ってしまい、

面
倒
に

なってしまうことがあります。しかし、

手
伝
って

あげるだけでなく、

勉
強
を
教
え
る
と
き
も
基
本
を
自

分
も
見
直
してみたり、

蓋
を
開
けてあげるときも、

開
け
方
を
ゆ
っくり

教
えてあげながらやってみたり

と
少
し
工
夫
し
て
思
い
や
り
の
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
えます。

最
後
に
三
つ
目
は、

家
事
を
進
ん

ですることです。これは

積
極
性
を
育
むためです。

小
学
生
の
頃
は、

家
事
と
い
う
と
皿
洗
い
や
洗濯物、

服

をたたんだり、お

風
呂
を
沸
か
し
た
り
と
大
変
で
面
倒

だ
と
思
い
込
んでしまい、とてもやる

気
が
出
ま
せ
ん

でした。しかし、

最
近
で
は
家
事
が
と
て
も
楽
し
く
感

じられるようになってきました

自
分
の

思
考
を
プ
ラ
ス
に
変
えたからです。

家
事
イコール

大

変、

つまらないではなく、

家
事
を
す
る
こ
と
で
自
分

に
力
が
つ
く
と
考
えるようになりました

中
学
三
年

生
になってからは

料
理
に
も
夢
中
になっていて、

全

品
作
る
の
は
ま
だ
無
理
でも、みそ

汁
や
卵
焼
き、

照
り

焼
き
の
タ
レ
や
野
菜
の
ゆ
で
方
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
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ができました。また、

料
理
で
使
ったお

皿
を
洗
う
な

ど
料
理
以
外
の
家
事
もするようになりました。その

ため、

家
事
を
積
極
的
に
行
うには、

楽
し
く
プ
ラ
ス
に

捉
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
えます。

このことから、

看
護
師
に
必
要
な
力
というのは、

ネガティブ

な
思
考
で
は
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
かりました。

私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
一見、

当
た
り
前
の
こ
と
に
思
うかもしれません。ですが、

た
だ
こ
の
当
た
り
前
を
過
ごすのと、

意
識
し
て
過
ご
す

のではまったく

違
う
も
の
だ
と
思
います。

家
族
の
団

ら
ん
で
も
意
識
していれば、

自
分
の
ほ
ん
と
に
伝
え
た

い
こ
と
を
相
手
にしっかり

伝
えることができたり、

友
達
と
の
会
話
を
通
し
て
仲
が
深
まったりするかもし

れません。また、

妹
や
弟
に
思
い
や
り
を
も
つ
こ
と
で

周
り
も
見
て
い
て
不
快
に
思
う
人
は
い
な
い
と
思
います。

さらに、

家
事
も
プ
ラ
ス
に
見
る
こ
と
を
意
識
す
れ
ば
身

につくものもたくさんでき、

家
族
の
一
員
と
し
て
目

立
つ
存
在
となります。

私
は
こ
の
当
た
り
前
を
自
分
の

財
産
と
し
て
プ
ラ
ス
に
捉
え、

夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に

一
日
一
日
を
積
み
重
ねていきたいです。
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「
目
標
に
向
かって

」

青
木
中
学
校

三
年

野
平

桃
叶

私
は
将
来
の
た
め
に
今、受験

と
い
う
人
生
の
中
の
大

き
な
節
目
に
向
け
て
勉
強
す
る
こ
と
を
頑
張
っています。

今
ま
で
私
は、

一
つ
の
目
標
に
向
かって

継
続
し
て
何

か
を
行
う
こ
と
が
と
て
も
苦
手
でした。

目
標
ができ、

頑
張
ろ
う
と
始
め
は
目
標
に
向
か
い
走
る
こ
と
が
で
き
る

けれど、だんだんと

自
分
と
目
標
と
の
大
き
な
差
に
落

ち
込
み、

途
中
で
走
る
こ
と
を
諦
めてしまいました。

しかし、そんな

中
私
は
中
学
生
になって

学
校
で
の
定

期
テ
ス
ト
や
模
試
に
向
け
て
勉
強
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ました。

中
学
一
年
生
のときは、

勉
強
を
し
て
も
な
か

な
か
そ
れ
が
結
果
にでずに、やっても

意
味
ない、も

う
や
め
て
し
ま
お
う
と
い
う
悪
い
方
向
に
気
持
ち
が
向
い

ていました。そして

私
は
中
学
二
年
生
になると、

多

く
の
新
し
い
仲
間
と
出
会
い
ま
し
た
。その

仲
間
は、

何

事
に
も
努
力
し
て
上
手
くいかないことがあっ

の
努
力
は
無
駄
に
は
決
し
て
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
思

い
悩
ん
で
い
る
私
に
教
えてくれたのです

私
は、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
も
す
ご
く
重
要
だけれど、

そ
の
間
の
過
程
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

りました。

中
学
二
年
生
の
初
め
て
の
定
期
テ
ス
ト
で
は

自
分
な
り
の
勉
強
の
仕
方
で
多
く
の
人
に
支
え
て
も
ら
い

な
が
ら
三
週
間
の
間
に
必
死
に
勉
強
しました。

三
週
間

と
い
う
長
い
期間、継続

し
て
勉
強
するのは、とても

大
変
で、もうやめてしまいたいと

思
う
こ
と
も
あ
り

ました。それでも、

努
力
は
無
駄
に
は
な
ら
な
い
、
も

し
こ
れ
が
結
果
に
で
な
く
て
も
こ
の
力
は
自
分
の
大
き
な

武
器
に
な
る
と
仲
間
た
ち
の
教
訓
か
ら
走
り
ぬ
く
こ
と
が

できました。

定
期
テ
ス
ト
の
結
果
は、

自
分
の
も
の
と

は
信
じ
ら
れ
な
い
良
い
物
でした。

私
は
そ
こ
で
初
めて、

やっぱり

頑
張
って

努
力
してよかったと

思
いました。

目
標
を
達
成
す
る
間
では、できないという

挫
折
や
ど

う
し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
迷
い
な
ど
様
々
な

感
情
の
中
で
頑
張
り
続
けなければいけません。そう

し
た
間
の
過
程
で
得
たものは、

一
度
自
分
は
も
う
や
り

きった、

頑
張
り
切
ったと

言
え
る
ぐ
ら
い
に
努
力
し
た

人
の
み
が
得
られるのです。それは

簡
単
な
も
の
で
は

なく、

間
違
い
な
く
将
来
の
自
分
が
す
ご
く
助
け
ら
れ
る

力
だ
と
思
います。

一
度
やりきったという

経
験
が
あ

る
人
は
大
人
になってま

た
、
大
き
な
目
標
が
で
き
て
も

同
じ
よ
う
に
努
力
することがで
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こ
と
か
ら
私
は、この

受
験
と
い
う
目
標
に
向
かい、

勉

強
を
頑
張
り
た
い
と
考
えています。

ま
た
私
は
も
う
一
つ
今
頑
張
っていることがありま

す。それは、

生
活
習
慣
を
整
え、

規
則
正
し
い
生
活
を

送
ることです。生

活
習
慣
を
整
えるということは、

人
間
生
活
の
中

で
長
く
言
われていることであり、

健
康
な
体
は
全
て

の
元
と
な
る
も
の
だ
と
考
えているからです。

健
康
な

体
をもっていなければ

努
力
し
て
も
体
調
が
悪
く
上
手

く
発
揮
す
る
こ
とができなかったという

経
験
を
し
ま

した。そこから、

私
は
生
活
習
慣
を
整
え
る
重
要
性
を

よ
く
考
えて、

基
本
的
な
こ
と
の
早
寝
早
起
き
や
朝、昼、

晩
の
三
食
をしっかり

食
べ
る
と
い
う
こ
と
を
頑
張
って

います。
私
が
書
い
た
目
標
に
向
かい、

勉
強
す
る
こ
と
と
生
活

習
慣
を
と
整
え
る
こ
と
の
二
つ
はいずれもつながって

い
る
も
の
だ
と
思
います。だからどちらもおこ

ずにしっかり

頑
張
っていきたいです。
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